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は じ め に 

 
 
令和２年４月１日から、大牟田市保健所業務及び産業廃棄物・浄化槽に関する

業務が当事務所に移管され６市２町として新たなスタートをきりました。 

また、本年４月７日に緊急事態宣言が発出された新型コロナウイルス感染症

につきましては、当事務所においても「帰国者・接触者相談センター」を設置し、

これまで経験したことがないような多くの県民の相談に対応しています。 
県民、事業者等の皆さまには、医療提供体制の確保や外出自粛、休業要請等に

ついて多大な協力をいただいています。 
さらに、最前線で奮闘いただいている医療従事者をはじめ、様々な現場で社会

を支えていただいている方々に、改めて敬意を表し、感謝を申し上げます。 
このような状況下の中でも、福岡県は、県民一人一人が幸福を実感できる「県

民幸福度日本一」を目指し、県民の皆さまが住み慣れたところで「働く」、長く

元気に「暮らす」、安心して子どもを産み「育てる」、この３つができる地域社会

をつくってまいります。 

保健福祉環境事務所は、感染症・精神保健福祉などの公衆衛生・保健医療行政

の中核機関として、生活保護・ＤＶ相談など福祉行政に係る地域住民のセーフテ

ィネットとして、環境保全・廃棄物の適正処理など持続可能な社会を実現するた

めの環境行政機関として、保健・医療・福祉・環境分野の様々な機関と連携して、

多岐にわたる課題に広域的、専門的に取り組んでいます。 

 
 この冊子は、令和元年度に当事務所が実施した事業をまとめたものです。 
 住民の皆さま及び関係機関や団体の方々に、当事務所の業務について理解を

深めていただくとともに、ご活用いただければ幸いです。 

 
 
 
 
 
  令和２年６月 

          福岡県南筑後保健福祉環境事務所長 田中 清之 
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Ⅰ 管内の概況 

 

１ 地理的背景   

管内は、福岡県の南部に位置し、大牟田市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、みやま市、

大木町、広川町の６市２町からなっている。 

        管内の面積は８７８ｋ㎡で東部は大分県、南部は熊本県、西部は佐賀県、北部は久留米市・

うきは市に接している。東部は山地であり、西部は有明海へ向かって平坦な筑後平野が広がっ

ている。主な産業は、筑後平野での米・麦及びナス等の野菜栽培、有明海沿岸での海苔養殖を

中心とする漁業、山間地での茶・みかんなどの栽培、柳川の観光産業等である。 

   

２  所在地 

     所 在 地    ◎本庁舎 福岡県柳川市三橋町今古賀８－１ 福岡県柳川総合庁舎内 

            〇分庁舎 福岡県八女市本村２５            福岡県八女総合庁舎内 

   

３ 管轄区域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大牟田市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、みやま市、大木町、広川町 
※以下の部署は、広域で管轄している。 

（監査指導課）大牟田市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、小郡市、うきは市、朝倉市、

みやま市、筑前町、東峰村、大刀洗町、大木町、広川町 
（食品衛生係 食品衛生広域専門監視班） 

大牟田市、柳川市、八女市、筑後市、大川市、小郡市、うきは市、朝倉市、

みやま市、筑前町、東峰村、大刀洗町、大木町、広川町 

八女市 
大 
木 
町 

筑後市 

広川町 

柳川市 

大牟田市 

みやま市 

大川市 〇 

◎ 
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４ 管内市町別人口・世帯数・面積 

（令和２年４月１日現在） 

（資料:福岡県人口移動調査） 
＊高齢化率：福岡県ホームページ【高齢者地域包括ケア推進課】福岡県の高齢者人口より 

        （令和元年１０月１日現在） 

 

 

Ⅱ 保健福祉環境事務所の概要 

 

１ 沿革 

 

昭和１５年４月 福岡県大川保健所設置（後の三潴保健所） 

 

昭和１８年４月 福岡県瀬高保健所設置（後の山門保健所） 

 

昭和１９年１０月 福岡県福島保健所設置（後の八女保健所） 

 

昭和３０年１１月 福岡県八女福祉事務所設置、福岡県南筑後福祉事務所設置 

 

平 成 ９ 年 ４ 月 黒木保健所が八女保健所、三潴保健所が久留米保健所にそれぞれ統合。 

 

平成１４年９月 保健所と福祉事務所が統合され、保健福祉環境事務所となる。 

 

平成２１年１０月 山門保健福祉環境事務所と八女保健福祉環境事務所、久留米保健福祉 

 

環境事務所の一部（大川市・大木町）が統合し、南筑後保健福祉環境 

 

事務所となる。 

 

  令和 ２年 ４ 月 大牟田市保健所業務が県（南筑後保健福祉環境事務所）に移管される。 

 

 

 

 

 

人  口 

世帯数 面積（㎢） 
総数 男 女 

高齢化

率＊ 

大牟田市 110,497 51,130 59,367    36.4 48,536       81.45  

柳 川 市 64,234 30,340 33,894 32.9 24,232 76.88 

八 女 市 60,469 28,374 32,095 35.0 22,710 482.53 

筑 後 市 48,729 23,329 25,400 26.8 18,832 41.85 

大 川 市 32,778 15,337 17,441 35.2 13,035 33.63 

みやま市 35,884 16,628 19,256 37.0 13,261 105.12 

大 木 町 13,904 6,587 7,317 28.0 4,797 18.43 

広 川 町 19,829 9,557 10,272 28.5 7,439 37.91 

計 386,324 181,282 205,042 32.5 152,842 877.80 
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２ 組織の概要                           

（１） 組織機構及び分掌事務（令和２年４月１日現在） 

【本庁舎】

庶務会計・生活保護医療、介護券交付事務

医務、薬務、統計、総合相談窓口

保健事業、健康づくり等

難病等助成、疾病対策

精神保健

食品衛生（一般）

食品衛生（広域専門監視）

生活衛生、狂犬病予防、動物愛護

感染症対策

【分庁舎】

児童福祉、母子寡婦福祉、婦人母子相談

高齢者福祉、障がい者福祉

生活保護

児童福祉施設等の監査指導　　介護保険事業者実地指導

（北筑後管内含む）

地球温暖化対策、浄化槽、自然公園、鳥獣保護、温泉

大気、水質、廃棄物対策

副所長
（本庁舎）

監査指導課

地域環境課

環境長

環境指導課

社会福祉課

高齢・障がい
福祉係

副所長
（分庁舎）

保護課

生活衛生係

保健衛生課

児童家庭係

企画指導係

健康増進係

保健監
（保健所長）

精神保健係

食品衛生第一係

疾病対策係
健康増進課

所長

感染症係

食品衛生第二係

総　務　係

総務企画課
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（２）職員数 

（令和２年４月１日現在）   

        所属 

職種 
合計 

所 長 

保健監 

副所長 

環境長 

総務企画課 健康増進課 保健衛生課 社会福祉課 保護課 監査指導課 地域環境課 環境指導課 

 事 務 職 ５２ ３ １３ ５ ２ １１ ５ ９ ４  

 技 術 職 ７０ ２ ５ ２５ ２７    ２ ９ 

 

医 師 ２ １   １      

獣医師 １３    ９    ２ ２ 

薬剤師 １３ １ ３  ８     １ 

化 学 ６         ６ 

管理栄養士 ３   ３       

保健師 ２９  １ ２０ ８      

助産師 ２   ２       

診療放射線技師 ２  １  １      

 臨床検査技師           

 

理学療法士           

看護師           

 労 務 職 ５  ３  ２      

 

用務員 １  １        

自動車運転士 ２  ２        

動物愛護管理  

技術員 
２    ２      

合  計 １２７ ５ ２１ ３０ ３１ １１ ５ ９ ６ ９ 

    ＊総務企画課長は副所長２名のうち１名が兼任している。 
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３ 附属機関等 

（１）南筑後保健所運営協議会及び部会      

   地域保健法第１１条及び福岡県保健所運営協議会条例に基づき設置しており、関係機関・ 

団体等の代表者で構成し、所管区域内の地域保健及び保健所の運営について審議する。 

         協 議 会              部  会 

 

                                  （総務企画課） 

地区保健医療対策 

 

                                  （総務企画課） 

  救急医療対策 

         健康危機管理対策 

      

                                  （健康増進課） 

         健康増進対策等 
 

 
                                   （健康増進課）  

精神障がい者対策 

    心の健康づくり対策 

 

（２）令和元年度南筑後保健所運営協議会及び各部会開催状況 
 

名   称 実施日  場 所 内      容 

南筑後保健所 

運営協議会 
R2.2.26 

柳
川
総
合
庁
舎
大
会
議
室 

・ 南筑後地域における地域保健の課題 

・ 令和元年度各部会報告･新型インフルエンザ対策（新型

コロナ感染症対策 COVID-19） 

・ 重点事業報告 

・ 令和元年度年間事業計画 

・大牟田市保健所の移管 

救急医療部会 R2.1.30 

・ 救急医療体制及び救急搬送状況について 

・ エンディングノートについて 

・ 延命を望まない患者の救急搬送の対応方法について 

・ 南筑後地区健康危機管理連絡マニュアルについて 

保健事業部会 R2.1.31 

・妊娠期からの切れ目ない支援に向けた取組 

・生活習慣病対策を中心とした健康づくりの推進に向けた

取組 

精神保健福祉

部会 
R2.2.4 

・ 地域における精神保健対策について 

・ 自殺対策について 

・ 事業報告及び事業計画について 

 

保健医療計画部会 

精神保健福祉部会 

南筑後保健所運営協議会  

保健事業部会 

救急医療部会 
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Ⅲ 業務の概要 

 

総務企画課 

総務企画課は、総務係と企画指導係の２係である。 

総務係は、所内外との連絡調整や庶務一般のほか、職員の人事、服務、各種手当等の認定・支給

並びに公有財産、備品の管理、職員の福利厚生や各事業に関する収入及び保健福祉環境事務所運営

に必要な諸経費の支払事務を行っている。 

一方、企画指導係は、保健所運営協議会等の運営、市をはじめとする関係機関等の連絡調整、保

健、医療、福祉系人材の育成、病院、診療所及び薬局の立入検査等の業務を行っている。 

 

＜総務係＞ 

１  庶務及び財務会計事務 

 

２  その他の事業 

（１）所属研修（公務員倫理、人権同和問題、県の危機管理、防災対策、接遇） 

参加人数  １１４名 

      実 施 日    令和元年６月１０日・１１日・１２日・１３日・１４日 

場  所  福岡県柳川総合庁舎大会議室及び福岡県八女総合庁舎大会議室 

（２）令和元年度地域医療従事者同和問題研修会 

参加人数  ７０名 （ ① 八女 ３２名  ② 柳川 ３８名） 

      実 施 日  ① 令和元年 ９月３日（火） 

②  令和元年 ９月１０日（火） 

場  所  ① 福岡県八女総合庁舎（大会議室） 

② 福岡県柳川総合庁舎（大会議室） 

  内  容  ① 講演「ハンセン病問題から学ぶこと」～過ちを繰り返さないために～ 

（中島俊也氏 八女市人権･同和教育課） 

        ②  講演「誰もが自分らしく生きることを認め合う社会へ」 

～障がいとＬＧＢＴについての人権問題～ 

         （境 宏文氏 柳川市人権・同和教育推進室） 

＜企画指導係＞ 

１ 医務 

（１）管内病院・診療所数及び病床数 

（令和２年３月３１日現在） 

 

施設 

 

市 

病       院 診  療  所 
歯科診

療所施

設 数 

施

設

数 

病   床   数 

施設数 
内有床

施設数 
病床数 

内療

養数 一般 療養 精神 感染症 計 

柳 川 市 7 549 237 170 0 956 61 (6) 94  40 

八 女 市 8 562 576 284 0 1,422 58 (5) 62  39 

筑 後 市 2 231 41 180 2 454 50 (4) 36 (6) 28 

大 川 市 2 479 140 0 0 619 31 (4) 47 (8) 18 

みやま市 2 129 70 278 0 477 31 (3) 42  16 

大 木 町 1 0 120 0 0 120 13 (1) 17  6 

広 川 町 4 252 211 0 0 463 14 (1) 19  12 

合 計 26 2,202 1,395 912 2 4,511 258 (24) 317 (14) 159 
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（２）立入検査  

  ア 立入検査説明会      

  柳川会場  令和元年９月１０日（火）  

八女会場  令和元年９月３日（火） 

  イ 立入検査 

   ＜病 院＞ 

     実施期間 ： 令和元年１０月１日～令和元年１２月２３日 

     施 設 数 ： ２６か所 

    ＜診療所＞ 

     実施期間 ： 令和元年７月１日～令和元年９月１３日 

    施 設 数 ： １１４か所（有床診療所１２、無床診療所５５、歯科診療所４７） 

   ＜助産所＞ 

     実施期間 ： 令和元年度 

     施 設 数 ： ３か所 

 

（３）医療安全対策研修会 

   （中止） 

 

（４）救急医療 

ア 救急の日及び救急医療週間 

救急医療及び救急業務に対し、正しい理解と認識を深め、かつ救急医療関係者の意識の向上 

を図るため、国が定めた「救急の日（９月９日）」及び「救急医療週間」関連行事を医師会、

消防署、市と共同で開催している。また、関連行事において救急セットやパンフレット等、啓

発物品を配布している。 

また、救急医療電話相談事業（＃７１１９）の普及啓発に努めている。 

 

 

イ 救命講習会の実施 

平成１６年７月 1日から一般市民によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用ができるよう 

になり、当事務所においても初期救急医療の普及を図るため、一般住民や診療所職員を対象に

毎年救命講習会を実施している。 

 

実施日 場所及び講師 内容及び対象者 参加者数 

R1. 9.11 
八女消防本部 

八女消防本部職員 

普通救命講習会 

診療所職員等 
25 

R1. 9.12 

南筑後保健福祉環境事

務所八女分庁舎 

八女消防本部職員 

普通救命講習会 

診療所職員等 
17  

実施日 場   所 内     容 配布者数 

R1.6.25  柳川市立蒲池中学校 心肺蘇生法実技講習会、啓発物品の配布 210 

R1. 9.11 

      12 

柳川市消防本部（１

１日）、南筑後保健福

祉環境事務所八女分

庁舎（１２日） 

普通救命講習会の開催、啓発物品の配布 42 

R1.11.13  福岡県柳川総合庁舎 小児救急講演会にて啓発物品の配布 42 
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ウ 小児救急医療体制 

八女・筑後保健医療圏においては、小児の時間外の診療体制整備として、平成１６年４月か 

ら、公立八女総合病院と筑後市立病院による２センター交替制で、小児科救急診療を実施して 

いる。また、体制整備やシステム評価について、八女筑後医師会が事務局となった「八女・筑 

後地区小児医療対策連絡会議」において協議を行っている。 

当事務所においては、小児の適正受診（家庭での症状別対処方法や救急受診の判断）と管内に 

おける小児救急医療体制や小児救急医療電話相談(＃８０００)の周知を目的に、例年、講演会等 

を開催している。 

 

実施日 場所及び講師 内容及び対象者 参加者数 

R1.11.13 

福岡県柳川総合庁舎２

階大会議室 

高木病院小児科部長 

鶴澤 礼実氏 

講演 

「こどもの病気～熱性けいれん・ひ

きつけを中心に～」 

保育施設関係者等 

 

 

42 

 

  

 

（５）福岡県保健医療計画 

 医療法第３０条の４第１項の規定に基づく本県の保健医療計画は、平成３０年３月２９日

付けをもって平成３５年度末までを期間とする新たな計画（第７次保健医療計画）として見

直され、告示された。 

 当事務所は、久留米医療圏の一部（圏域全体は北筑後保健福祉環境事務所で所管）及び八

女・筑後医療圏及び有明医療圏を所管しており、５疾病５事業をはじめとした保健医療施策

の推進を図っている。 

  

（６）地域医療構想及び地域医療構想調整会議 

 団塊の世代が７５歳以上を迎える平成３７年を見据え、将来に渡って持続的に適切な医

療・介護が受けられ、高齢者をはじめ県民が住み慣れた地域で必要な医療が受けられるよう、

効率的かつ質の高い医療提供体制を整備するため、医療法第３０条の４第２項第７号及び第

３０条の６の規定に基づき、福岡県地域医療構想が平成２９年３月に策定された。 

 構想の実現に向けて、構想区域ごとに設置された地域医療構想調整会議において、構想の

進捗状況や達成状況について情報を共有するとともに、構想の実現に向けた課題等について

協議を行っている。 

 

 

 

 八女・筑後区域 

（八女市･筑後市･広川町） 

有明区域 

（柳川市･みやま市･大牟田市） 

  久留米区域 

（大川市・大木町含む） 

地域医療構想調整会

議 

第１回  R1.6.11  

第２回  R1.10.23  

第３回  R2.2.20 

第１回  R1.7.10 

第２回  R1.11.27  

第３回  R2.3.3 

第１回  R1.7.25 

第２回  H31.2.26 

第３回  R2.2.10 

病床機能分化連携推

進部会 

[平成 30年度 設置] 

会議招集なし 

[平成 29年度 設置] 

第１回  R1.10.21 

 

[平成 29 年度 設置] 

会議招集なし 
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（７）免許受付及び進達事務 

    免許受付・進達状況                  

                                   （令和元年度） 

区   分 登録申請 書 換 再交付 抹 消 計 

医 師 １０ ３ ２ ３ １８ 

歯 科 医 師 ２ １ ０ ０   ３    

診療放射線技師 ５ １ ０ ０ ６ 

作 業 療 法 士 ２６ ４ ２ ０ ３２ 

理 学 療 法 士 ４０ １２ ２ ０ ５４ 

歯 科 技 工 士 ０ ０ ０ ０ ０ 

臨床検査技師 １２ ５ ０ ０ １７ 

衛生検査技師 ０ ０ ０ ０ ０ 

視 能 訓 練 士 ３ ０ ０ ０ ３ 

保 健 師 １０ １０ ０ ０ ２０ 

助 産 師 ５ ０ ０ １ ６ 

看 護 師 １７１ ９１ ４ １ ２６７ 

准 看 護 師 １００ ２８ ５ ０ １３３ 

薬 剤 師 １８ １６ １ ０ ３５ 

管 理 栄 養 士 ４５ ９ １ ０ ５５ 

栄 養 士 ２０ １５ ２ ０ ３７ 

合  計 ４６７ １９５ １９ ５ ６８６ 
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２ 薬務 

各種申請受付業務と併せて、医薬品の品質確保や適正使用の推進、毒物劇物の適正管理の徹底

を図るために、医薬品、毒物劇物の販売業者、薬局等に対して立入調査や監視指導を行っている。

また、麻薬等の不正使用の防止のため、病院、診療所等取扱い施設の立入調査も実施している。 

 （１）薬局等受付件数             （令和元年度）（業態数：R2.3.31 現在）               

業   種   名 業態数 新 規 更 新 廃 止 変更届 合 計 

薬         局 １６９ １１ ２０ ９ ３３６ ３７６ 

店 舗 販 売 業 ６２ ３ ２ ４ １７７ １８６ 

卸 売 販 売 業 １８    １   ６ ７ 

再生医療等製品販売業 ２    ３ ３ 

薬 種 商 販 売 業 １      

特 例 販 売 業 ３      

配 置 販 売 業 ９ ２       ２ 

薬局製剤製造業、薬局製剤製造販売業 １６  １ ２ ２ ５ 

高度管理医療機器販売業、賃貸業 ９０ ８ ３ ３ ４７ ６１ 

小    計 ３７０ ２５ ２６ １８ ５７１ ６４０ 

毒 物 劇 物 一 般 販 売 業 ５８ ２ ４ ４ ２ １２ 

毒物劇物農業用品目販売業 ４９ １ ２ ２ １３ １８ 
毒物劇物特定品目販売業 １６  ２   ２ 

小    計 １２３ ３ ８ ６ １５ ３０ 

合    計 ４９３ ２８ ３４ ２４ ５８６ ６７２ 

 

 （２）令和元年度麻薬関係受付件数 

ア 麻薬免許申請   ３５４件（施用者：２５７件、管理者：３０件、小売業：６７件） 

イ 麻薬記載事項変更届 ９２件（施用者：７７件、管理者：２件、小売業：１３件）  

ウ 麻薬業務廃止届   ５１件（施用者：３７件、管理者：７件、小売業：７件） 

エ 麻薬廃棄届     ８８件（麻薬廃棄届：４４件、調剤済麻薬廃棄届：４４件） 

オ 麻薬事故届      ８件 

 

  （３）不正大麻、けし撲滅運動 

３月から６月にかけて（自生又は不正に栽培された大麻及び）けしの撤去啓発指導を行っ

た。 

 実施件数：大麻 ０件、けし １０件 ５３７２株  

  

 （４）福岡県薬物乱用防止啓発ポスター応募状況 

    令和元年度 １０７点 

 

   （５）「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 

麻薬・覚せい剤・シンナー等の薬物乱用の撲滅を訴えるため、国連が定めた「国際麻薬乱 

用撲滅デー（6月 26 日）」に併せて、関係団体と協力し、ヤング街頭キャンペーンを行った。 

 

実施日 場   所 内       容 

R1.6.23 ゆめモール柳川  「６・２６ヤング街頭キャンペーン」 
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３ 保健統計等報告業務 

  保健福祉環境行政の諸施策のための基礎資料を得るため、統計法及び人口動態調査令等に基づ

き保健統計業務を行っている。 

 

報 告 業 務 時  期 
元 

年度 

３０ 

年度 

２９ 

年度 
内     容 

人口動態調査 

毎月 

２５日

（県） 
○ ○ ○ 

管内における出生、死亡、死産、婚姻、離婚

についての調査 

人口動態職業・産業調査 10 日

（県） 
      

人口動態事象と職業及び産業という社会的属性と

の関連を明らかにしようとする調査 （5 年に 1 回、国勢調査年に実施） 

医療施設動態調査 毎月 
10 日

（県） 
○ ○ ○ 

医療施設の開設、廃止・変更の受領 

処分に基づいての調査 

医療施設静態調査 ３年に１回 9～10 月     ○ 
医療施設の名称、所在地、開設者、診療科目

設備、従事者数等の調査 

病院報告 毎月 
10 日

（県） 
○ ○ ○ 

全病院、療養型病床を有する診療所について

実態及び利用状況の調査 

患者調査 ３年に１回 9～10 月     ○ 
医療施設を利用する患者について、その傷病

の状況等の実態を把握する調査 

受療行動調査 ３年に１回 9～10 月     ○ 
医療施設を利用する患者について、受療の状況や

受けた医療に対する満足度等の調査 

衛生行政報告例 

毎年 5 月 ○ ○ ○ 
公衆衛生・環境衛生・医務及び薬務関係行政の実

態を数量的に把握するための調査 
隔年 2 月   〇   

地域保健・健康増進事業

報告 
毎年 5 月末 ○ ○ ○ 

地域住民への保健施策実施状況の把握と活

動状況の調査 

国民生活基礎調査 毎年   ○ ○ ○ 
国民の保健、医療福祉、年金、所得等 

国民生活の基礎的事項の調査 

社会保障・人口問題基本

調査 
毎年 7 月 〇 〇 〇 人口、経済、社会保障の間の関連調査 

社会保障制度企画調査 
3 年に 2 回 7 月       

社会保障を支える世代の就業状況や子育て、

親への支援の状況の実態を把握する 
（年によって名称と内容が変わる） 

所得再配分調査 3 年に 1 回 ７～８月       
社会保障制度及び租税制度における所得再

配分の実態を明らかにする調査 

医師・歯科医師・薬剤師

調査 
２年に１回 １２月末   〇   

性、年齢、業務種別、従事場所及び診療科名

等による分布を把握する調査 

家庭の生活実態及び生活

意識に関する調査 
単年 7 月       家庭の生活実態及び生活意識に関する調査 
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４ 企画調整業務 

（１）地域保健福祉情報の提供 

   ア 保健福祉環境事務所ライブラリー 

      事務所で保有している書籍、資料、ＤＶＤ等を管理し、関係機関や住民に閲覧、貸出しを 

行っている。 

     

イ 市町広報誌掲載依頼及びウェブページ掲載 

  地域保健・医療・福祉等に関する情報や事業について管内の市町広報誌へ掲載を依頼し、 

併せて南筑後保健福祉環境事務所ウェブページ上に掲載を行っている。 

 

（２）学生実習・研修等の受け入れに関すること 

    保健・医療・福祉サービスを担う人材の養成機関として、保健師、看護師、栄養士等の学 

生実習の受け入れを行っている。また、平成１７年度から研修医の医師臨床研修を受け入れ 

ているが、令和元年度はなかった。 

 

   ア 研修等の受け入れ 

研 修 名 研 修 生 人 数 期   間 

訪問看護師養成講習会 訪問看護師 ６ R1. 9.11 

   

イ 学生等の実習指導 

課 程 学校・学科名 期  間 日数 人数 

保 健 師 

看 護 師 

久留米大学 医学部 看護学科 R1. 8. 5 ～ 8. 9   ５  ６ 

帝京大学 

 福岡医療技術学部 看護学科 
R1. 7. 8 ～ 7.19   ９  ４ 

聖マリア学院大学 看護学部 R1. 8.26 ～ 9. 5  ９  ６ 

看 護 師 
杉森高等学校 看護専攻科 R1. 9.17 ～ 9.20  ４  ４ 

八女筑後看護専門学校 看護科 R1.11.14  １ ４１ 

管理栄養士 

中村学園大学 

栄養科学部  栄養科学科 
R1. 9.30 ～10. 4  ５  ４ 

九州栄養福祉大学  

食物栄養学科 
R1. 9.30 ～10. 4  ５  ２ 

 

（３）健康危機管理 

健康危機管理事例の発生時に関係機関とスムーズに連携できるよう、「南筑後地区健康危機管 

理連絡マニュアル」及び「南筑後地区健康危機管理緊急連絡先一覧」等を作成し運用している。 

さらに、平成２３年度に迅速かつ適切な所内対応を図ることを目的に、「南筑後保健福祉環境 

事務所健康危機管理マニュアル」及び「南筑後保健福祉環境事務所健康危機管理対策本部設置 

要領」を策定し、内容を更新しながら所内各課に周知すると共に連絡体制の強化に努めている。 

   また、令和元年度福岡県南筑後保健所運営協議会救急医療部会において「南筑後地区健康 

危機管理連絡マニュアル」の報告を行った。 

健康危機時の緊急対応を想定し、下記の訓練にも参加した。 

・新型インフルエンザ等対策情報伝達訓練（R1.11.22） 
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（４）災害時における保健活動 

  当所管内は、平成２４年７月１１日からの梅雨前線（九州北部）豪雨により、甚大な被害を受

けた。被災２か月後の平成２４年９月に、地域保健従事者現任教育の一環として被災市町と共に

災害時の保健活動を振り返り、その経過をまとめ、管内市町で情報を共有した。 
その中で、災害が発生した場合には、管内市町と当所が相互に協力し対応できるように、管内

共通のマニュアルを作成する必要性を確認した。 
  そこで、当所及び管内市町の保健部門で災害時対応の在り方について検討を行い、ワーキング

会議を重ね、管内市町が協働して対応できる「南筑後地域災害時保健活動マニュアル」を平成 
２５年９月に作成した。さらにそれを活用した災害時のシミュレーションも実施した。 

  その後、毎年、連絡網や内容の更新など、シミュレーションを実施し、管内市町と情報を共有

しながら、マニュアルの見直しも行っている。（平成２９年３月 第３版作成） 
 
（ア）ワーキング会議の実施 

  管内各市町から１名及び所内地域保健従事者で構成している。  
 

実施日 場所 内         容 参加者数 

H31. 4. 9 
柳川総合庁舎 

１階書庫 

１ マニュアル記載内容、様式の確認 

２ 「災害時保健活動シミュレーション」について 

３ 平成３１年度計画について 

１７ 

（イ）災害時保健活動シミュレーションの実施   

   地域保健従事者を対象とした現任教育の中に位置づけている。 
   

実施日 場所 内         容 参加者数 

R1. 6.26 
柳川総合庁舎 
大会議室 

１ 「南筑後地域災害時における保健活動マニュアル」第３版
について 

２ 災害時保健活動シミュレーション 
（1） 講話「西日本豪雨災害における東広島市への保健師派

遣をとおして～復旧復興の健康支援について～」 
（2） 講話「被災地の栄養・食支援について」 

３ グループワーク 
 

３０ 

 

（５）管内市町保健福祉担当課長会議   

       管内市町との連携を深め、保健福祉事業の円滑な推進や地域住民への質の高いサービス提 

供を図るための会議を実施している。  

  

実 施 日 場 所 内 容 

R1.6.26 柳川総合庁舎 
・令和元年度事務所年間事業計画及び重点事業について 

・管内市町の主な事業等について 
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（６）総合相談窓口 

県政に対する苦情、意見、要望、問い合わせや、県民生活に関する相談等を受け付け、専 

門的相談については、専門機関への紹介等を行っている。また、地域保健に関する情報提供、

各種専門的･技術的健康教育の講師派遣に関する調整も行っている。 

 

５ その他業務 

（１）民生委員・児童委員事務 

民生委員・児童委員の弔事に関する事務及び研修会の講師派遣等を行っている。 

 

（２）援護事務 

戦没者の追悼式等に知事の追悼のことば及び献花を行っている。 

 

（３）日本赤十字社事務 

福岡県支部からの依頼に基づく、社資募集及び広報活動の支援に関する事務を行っている。 

 

（４）ふくおか・まごころ駐車場制度事務 

平成２４年２月１５日から「ふくおか・まごころ駐車場制度」がスタートし、障がい者や 

高齢者、妊産婦等を対象に利用証の交付事務を行っている。 
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健康増進課 

  健康増進課は、健康増進・疾病予防に係る対策、疾病対策、精神保健福祉に係る対策を行ってい

る。令和２年４月からは、大牟田市保健所の業務移管※により、健康増進係、疾病対策係、精神保

健係の３係体制となっている。 

※大牟田市保健所の指定難病・小児慢性特定疾患・肝炎等・原爆被爆者援護・不妊治療の５つの申請業務

は、令和３年度に移管予定。 

 

＜健康増進係＞ 

健康増進係は、地域保健法に規定する都道府県の役割に応じて、管内住民の健康増進・疾病予防を目

的として、研修・集団指導・健康相談・健康教育・医療給付・訪問業務等を行っている。また、多様化す

る住民ニーズに対応したきめ細かい地域保健サービスを提供するため、地域の関係機関との連携・調整

の強化を図っている。 

 

１ 健康増進 

（１）健康づくり事業（生活習慣病対策） 

  ア 地域職域連携 

（ア） 地域職域連携会議 

健康寿命の延伸を目的として、地域保健と職域保健が連携し、情報を共有しながら生活 
習慣病の発症予防・重症化予防を図るため、「地域・職域連携会議」を開催している。 

     連携会議に先立って「南筑後地域保健事業担当係長及び担当者会議」を開催し職域関係 
団体との連携事業による特定健診・がん検診等の普及啓発等について地域保健の方向性の 
確認を行った。 
「地域・職域連携会議」では、管内の２６６施設の「福岡県健康づくり団体・事業所宣   

言登録施設」へ開催案内と併せて職場の健康づくりに関するアンケートを実施し、９１施

設から回答があった。（回収率３４％） 
連携会議の前半は職域における健康課題に係る前述のアンケート結果の報告を含め「働

く世代の健康づくり」をテーマに関係機関から地域での取組や報告を行い、情報交換を行

った。 
後半は、運転に関わる職域での健康課題でもある睡眠時無呼吸症候群や改正健康増進法

による受動喫煙防止対応を契機とした禁煙支援等、呼吸器に関する疾患等の予防及び治療

についての知識の向上を目的に研修会を開催した。 
平成２９年度から、管内「働く世代をがんから守る検診推進事業所」へ参加案内を行っ 

ているが、今年度は管内「福岡県健康づくり団体・事業所宣言登録施設」へ参加案内を行

い、３９施設の参加があった。  
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回 実施日 内  容 

１ R1.6.6 

【南筑後地域保健事業担当係長及び担当者会議】 
１ 県における健康づくり対策の取組について 
２ 管内市町における保健事業等の実施状況について 
（１）特定健診・保健指導の実施状況について 
（２）がん検診実施状況等について 
（３）健康増進事業実施状況について 
（４）その他 

（若年者健診、市町村健康増進計画策定状況、地域職域連携事業に係る特定 
健診・がん検診等取組予定） 

３ 協議「令和元年度生活習慣病重症化予防事業の取組について」 
４ 情報交換「今年度特定健診・保健指導の取組、がん検診の取組等について」 

２ 

 

R１.11.28 

 

 

【地域・職域連携会議】 
１ 連携会議 
（１） 南筑後管内「ふくおか健康づくり宣言団体・事務所登録施設」への 

アンケート結果について 
（２） 課題解決につながる取り組みについて 

〇メンタルヘルス対策（家族が相談できる窓口等） 
  〇ふくおか健康づくり県民運動の紹介（スロージョギングやアプリ活用） 
（３） 関係団体が連携しての取り組みについて 

〇歯科医師会の健康づくりイベント（大川三潴歯科医師会） 
  〇健康診断・がん検診への関心の変化（八女労働基準協会） 
（４） 意見交換・情報提供 
  〇生活習慣病重症化予防について 
  〇健康相談等の対応状況について 
２ 研修会 
（１） 講演「長引く咳やこらえ切れない眠気は体調不調の合図 

              ～呼吸器に関する健康障害～」 
講師 独立行政法人国立病院機構 大牟田病院 院長 
  日本内科学総合内科専門医・日本呼吸器学会専門医 川崎雅之氏 

３ 展示 
・ふくおか健康づくり県民運動ポータルサイト紹介（会場内で動画上映） 
・受動喫煙防止対策関係資料の展示 
  敷地禁煙への取り組み例、加熱式たばこについて等 

 

（イ）特定健康診査・がん検診受診率向上に向けた取組 

健(検)診の周知を図るためのチラシを作成し、各商工会・商工会議所・労働基準協会等の

会報誌への掲載や折り込みを依頼し配布した。そのほか、健(検)診の必要性を啓発するた

めに、労働基準監督署・労働基準協会等の協力で講話などの啓発活動を行っている。 

 

イ 特定健診・特定保健指導についての取組 

各市町の未受診者対策、特定保健指導の実施内容及び事業所の保健指導に向けた取組み 
について、地域職域連携会議の中で情報交換を行っている。 

 
  ウ ふくおか健康づくり県民運動基盤事業（健康づくりに取組むきっかけの提供） 



Ⅲ 業務の概要 健康増進課 

17 
 

     広く一般県民を対象に、県民運動情報発信サイトや健康測定機器を活用し、自主的健康づく 
りの支援及び生活習慣改善のための情報提供を行うとともに、特定健診、がん検診の受診勧奨 
を行っている。 

   令和元年度  実施回数   ６回     参加者数 ８０７名  
  
エ 健康づくり実践アドバイザー派遣事業（中小企業の経営者に対する周知・啓発） 

健康づくりの必要性について理解を深めてもらうために、経営者等を対象とした講演等を 
精神保健事業と連携し実施している。 
令和元年度  実施回数   ４回     参加者数 ３８４名 

 
オ 南筑後地区生活習慣病重症化予防事業 

平成２５年度から糖尿病等の生活習慣病の重症化を予防し、患者のＱＯＬの向上を図るため、 
特定健診受診後の要精密者の受診勧奨や治療継続、生活習慣改善が必要なものに対する個別保 
健指導等を行うため、行政と医療、保険者との連携強化による総合的な生活習慣病予防対策の 
推進を図っている。 
 併せて、平成２９年７月に策定された「福岡県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」の周知

を図っている。 
 

 （ア）市町への支援 
重症化予防に取組む市町が、効果的な受診勧奨や保健指導、栄養指導を行えるよう、医師

会や関係機関との連携強化や調整を図っている。 
年度当初に事業計画等について市町担当者会議の開催、厚生労働省より示された「糖尿病

性腎症重症化予防に関する事業実施の手引き」により市町へヒアリングを実施し対象者の優

先順位や作業手順の標準化ついて現状を確認した。この結果を踏まえて担当者会議を開催し

取組みの方向性について協議を行った。 
実施日 回数 内   容 参加者数 

 

R1.4.15 

 

１ 
【打合せ会議】 
・今年度のスケジュールについて 
・普及啓発ちらしの作成について 

市町担当者 １０ 
当所     ４ 

R1．9.12 

～9.18 

７ 
 

【市町ヒアリング】 
・手引き進捗管理シートによる確認 
・優先順位の考え方 
・作業手順の標準化 
・重症化予防対象者基準 

市町担当者 １７ 
 
当所担当者 
課長・係長・担当３名 
を２名体制で分担 

R1.10.8 １ 

【担当者会議】 
・ヒアリング結果のまとめ 
・かかりつけ医と専門医の連携体制構築 
・関係者研修会 

市町担当者 １４ 
当所     ５ 

 
（イ）検討会議 

糖尿病を始めとする生活習慣病重症化予防の取組みを推進し、保健と医療が連携して継続 
的な保健医療体制を整備するために、「生活習慣病重症化予防事業検討会議」を開催した。 
実施日 場  所 内   容 参加者数 

R1.10.30 
柳川総合庁舎 
２階大会議室 

（議題）           
・今後の事業の進め方について 
・次年度事業計画について   等 

・医師会理事   ４ 
・市町担当者等 １７ 
・当所      ５ 

計２６名  
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（ウ）従事者研修会 

市町、医療機関の特定健診・保健指導に従事する者を対象に研修会を開催した。 

実施日 場  所 内   容 
参加 
者数 

R1.12.5 
柳川山門 

医師会 講堂 

・講演 
「腎臓内科医からみた糖尿病性腎症の現状と重症化予防」 

講師 久留米大学医学部内科学腎臓内科部門 
     日本腎臓学会専門医・指導医 柴田 了先生 
・情報提供「糖尿病性腎症重症化予防プログラムについて」 
  説明 南筑後保健福祉環境事務所 

健康増進課健康増進係 

７０ 

 

（２）栄養改善  

ア 市町村健康づくり・健康増進計画（栄養・食生活分野）支援会議 

   管内で従事する行政栄養士の業務について、効果的な事業実施のための情報提供及び意見交換 

を行っている。    

 

実 施 日 場   所 内      容 参加者数 

R1.5.17 
柳川総合庁舎 

1 階 書庫 

南筑後地区食生活改善推進連絡協議会に 

係る育成支援について 
 １３ 

R1.8.23 
柳川総合庁舎 

1 階 書庫 

情報交換・意見交換 

「市町村における行政栄養士活動状況調査」 
（令和元年６月実施）結果からみる市町村栄養改 
善業務の現状と課題について 

  ９ 

R1.11.29 

久留米総合庁舎 

大会議室 

（北筑後と合同実施） 

１ 市町村栄養改善業務に係る情報提供 

（１）情報提供１ 
 「筑紫野市の食育推進の取り組み」 

筑紫野市健康推進課 上田 舞氏 
（２）情報提供２ 
 「久留米市子育て支援課における栄養士業務

について」 
久留米市健康推進課 相浦 砂織氏 

（３）情報提供３ 
 「筑後市の壮年・高齢期保健事業における栄

養士の役割について」 
筑後市健康づくり課 吉田 由美氏 

２ 意見交換 

 １７ 

 

イ 健康増進法に基づく業務 

（ア）健康づくり・栄養改善指導 

地域住民の栄養状態の改善及び食生活等生活習慣改善の促進を図るため、個別又集団に対

し運動・休養も含めた健康づくり、生活習慣病予防等の指導を行っている。 
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  健康増進(栄養･運動指導)                     （令和元年度） 

区分 

個別指導延人員 集団指導延人員 

栄 養 

指 導 

運 動 

指 導 

休 養 

指 導 

禁 煙 

指 導 
合 計 

栄 養 

指 導 

運 動 

指 導 

休 養 

指 導 

禁 煙 

指 導 
合 計 

実施数 118 807 0 1 119 454 45 0 61 560 

 

（イ）給食施設指導 

給食施設に対して、栄養効果が十分な給食の実施、給食担当者の栄養に関する知識の向上及 

び食品の調理方法の改善等について必要な助言及び指導を、個別指導（巡回指導・書面指導等）

や集団指導にて実施している。 

 給食施設数   ２７７施設 （令和２年３月末現在） 

 

給食施設指導実施状況                               (令和元年度) 

区      分 

特 定 給 食 施 設 
その他の 

給食施設 
合 計 １回１００食以上又は 

１日２５０食以上 

１回３００食以上又は 

１日７５０食以上 

給食管理個別指導延施設数 １７１ ８ １３２ ３１１ 

給食管理集団指導延施設数 １２１ １２ １３６ ２６９ 

 

ウ 栄養士関係業務 

栄養士法に基づく管理栄養士養成施設学生の公衆栄養学実習の受け入れを行っている。 

令和元年度 学生実習受け入れ      ６名  

 

エ 調理師関係業務 

調理師免許及び取得等に係る業務を行うとともに、調理業務に従事する者の資質の向上に資す

るための研修会を行っている。 

（ア） 調理師免許 

令和元年度 申請件数   １１９件  

（養成校卒 ７４件  試験合格 １６件  書換 １５件  再交付 １４件） 

（イ） 調理師研修会 

実施日 場所 内      容 出席者数 

R1.9.11 
柳川総合庁舎 

大会議室 

１ 講義・演習 

「給食施設におけるノロウイルス対策について」 

「消毒液の作り方、嘔吐物・排泄物の処理方法」 

南筑後保健福祉環境事務所保健衛生課感染症係 

２ 情報提供 

「ふくおか健康づくり県民運動について～健康を

支え、守る給食施設の役割」 

南筑後保健福祉環境事務所健康増進課健康増進係 

６３ 



Ⅲ 業務の概要 健康増進課 

20 
 

 

オ 食生活改善推進事業 

      健康づくり対策の一環として、地域における食生活改善の普及啓発等の活動を行う食生活改

善推進会の組織の育成、支援を行っている。食生活改善推進員のリーダー再教育として開催す

る「食と健康教室」は、健康づくりに関する知識と地域での実践方法等を習得することを目的

に実施している。 

食と健康教室                       

実施日 場所 内         容 参加者数 

R1.11.22 

 柳川市三橋 

生涯学習 

センター 

１ 実践活動発表（みやま市、大木町） 

２ 講演 

「笑顔満載！喜ばれる料理教室の秘訣とは」 
講師 ㈱アサソフラ社長 料理研究家 古川 麻水氏 

２４５ 

R1.1.22 

 

柳川総合庁舎 

大会議室 

１ スロージョギング体験会（講義及び実技） 
講師 スロージョギング協会インストラクター 

２ 情報提供 
  ・アプリを活用した健康ポイント事業について 

・栄養成分表示の活用について 
南筑後保健福祉環境事務所健康増進課健康増進係 

３５ 
 

カ ふくおか食の健康サポート店の整備 

      飲食店や弁当店において、ヘルシーメニュー（野菜たっぷり、塩分ひかえめ、カロリーひかえ 

    め）の提供を促進することで、外食利用者が個々人の状況に合った食事を選択できる環境をつく 

り、自主的な健康づくりを支援している。 

    ふくおか食の健康サポート店登録数   １５店舗 （令和２年３月末現在） 

  

キ 食品の栄養表示等の相談、指導 

健康増進法第６章及び食品表示法に係る食品の表示に関する相談、指導及び普及啓発を行っ 

  ている。 

令和元年度 相談・指導件数       １７２件 

  令和元年度  普及啓発（集団指導）    ２０５名   

 

ク 専門的栄養事業  

（ア）総合栄養相談・指導 

専門的な栄養相談と栄養情報提供のための相談窓口を設置している。 

 令和元年度 栄養相談（栄養情報提供）   ４１９件 

 

  （イ）地域の栄養ケア等の整備支援会議の開催 

平成３０年度は「高齢者の健康・食生活支援のための医療・福祉・地域連携」をテーマに管内

の病院・介護老人保健施設・市町等に従事する管理栄養士によるワーキング会議及び高齢者支援
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に関わる職員を対象に研修会を実施した。 

   引続き、令和元年度は、在宅高齢者の栄養・食生活支援に携わる病院の管理栄養士から提供さ

れた実際の事例をベースに事例検討を行い、必要な視点や技術の習得及び地域・医療等関係者の

連携を図ることを目的とした関係者研修会を予定した。（新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め中止） 

実施日 場所 内         容 参加者数 

R2.3.4 

(開催中止) 

柳川総合庁舎 

大会議室 

１ 事例紹介 

 「柳病院で行っている訪問栄養指導事例について」 

事例提供 柳病院 管理栄養士 髙田 典子氏 

２ 事例検討 

  アドバイザー  〃      髙田 典子氏 

 

３４ 

(参加申込数) 

 

ケ 国民健康・栄養調査 

  この調査は、健康増進法に基づき、国民の身体状況、栄養素等摂取量及び生活習慣の状況を明

らかにし、国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基礎資料を目的として行うもので、厚

生労働省が調査地区を指定している。 

  直近では、平成３０年度に実施した。（柳川市内の１５世帯、３１人） 

 
２ 保健事業 

（１）特定健診・保健指導事業の負担金申請に係る審査 

平成２０年度から、市町村国民健康保険者が実施する特定健診・保健指導の負担金申請の審 
 査を行い、負担金及び事業実施についての指導や助言を行っている。 

 
（２）健康増進事業の補助金申請に係る審査 

平成２０年度から、市町村が実施する健康増進事業の補助金交付申請の審査を行い、補助金 
  及び事業実施について指導や助言を行っている。肝炎ウイルス検診については受診勧奨に係る

補助等要綱改定もあり管内市町も取り組みを工夫されている。 
 
（３）がん検診推進事業 

平成２３年度から、市町村が実施するがん検診事業に関する補助金交付申請の審査を行い、

補助金及び事業実施について指導や助言を行っている。 
 
（４）保健事業に関する調査 

   国・県による各種調査、また市町村の資料をとりまとめ、進捗状況の管理及び実施体制に対 
  する支援を行っている。 
 
３ たばこ対策 

たばこには多くの有害物質が含まれており、喫煙は肺がん、ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

や虚血性心疾患をはじめ、多くの生活習慣病の危険因子である。特に、妊娠中の女性の喫煙

は胎児の発育を妨げ、未成年者の喫煙は身体への悪影響が大きいことがみとめられている。

平成２８年７月に健康増進法の一部が改正により、望まない受動喫煙の防止対策が強化され、

令和２年４月から多くの人が利用する施設は、一定の場所を除き喫煙が禁止された。 
当所では、「禁煙支援」、「未成年者の喫煙防止」、「受動喫煙防止」を三本柱とする福岡県た

ばこ対策事業を、たばこが健康に及ぼす影響を軽減し、健康増進を図ることを目的として実
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施した。 
 

（１）健康たばこ対策事業                      

喫煙は生活習慣病の危険因子となるため、未成年者の喫煙防止・受動喫煙の防止・禁煙支援

のための取組みを行っている。平成２３年度から喫煙防止セミナーと禁煙宣言施設応援事業を

行っている。 

 

ア 喫煙防止セミナー                           

実 施 日 場   所 内      容 参加者数 

R1.11.14 
柳川総合庁舎 

大会議室 
未成年者の喫煙防止セミナー ４５ 

 

イ 禁煙宣言施設応援事業       

禁煙宣言の施設 ３１か所（令和元年７月１日現在） 

※健康増進法の改正により行政機関、学校、医療機関、児童福祉施設等は「第一種施設」とし 

   て、原則「敷地内禁煙」となったため「禁煙宣言施設」の対象から除外された。 

  ※令和２年４月１日からの健康増進法施行により、当事業は受動喫煙防止対策に移行している。 

 
４ 歯科保健 

（１）地域保健関係職員等歯科保健研修事業 

歯科保健施策の効果的な推進を目的に、市町村における歯科保健事業の水準の確保及び歯科

保健を中心とした地域保健と職域保健の連携を促進させるため、関係者を対象とした各種研修

を実施している。 

 

 

（２）歯周疾患予防推進事業 

成人期における歯周疾患予防を目的に、歯科検診実施事業所の増加及び従業員の歯周病予防

に対する意識を高め、定期健診受診率の向上を図るため、定期的な歯科検診及び歯科保健指導

の実施を事業所に働きかけている。 

 

実 施 日 場  所 内  容 参加者数 

R1.12.18 
株式会社 

柳川合同 

講話：歯周病と全身疾患の関連、 

歯科健診の重要性 

 講師：くめ歯科 久米 伸茂 氏 

演習：歯周病予防のためのブラッシング指導 

 講師：くめ歯科 近藤 雛乃 氏 

９ 

実 施 日 場  所 内  容 参加者数 

R1.11.19 
柳川総合庁舎 

大会議室 

講話「障がい児（者）に対する正しい知識 

   ～口唇口蓋裂～」 

講師：九州大学病院 顎口腔外科 光安 岳志 氏 

 

２６ 
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R2.1.22 
株式会社 

ｹｲﾃｨﾗｲﾝ 

講話：歯周病と全身疾患の関連、 

歯科健診の重要性 

 講師：いまやま歯科 今山 耕平 氏 

演習：歯周病予防のためのブラッシング指導 

 講師：いまやま歯科 橋本 稔恵 氏、橋爪 和恵 氏 

１１ 

 

（３）福岡県学童期フッ化物洗口導入促進事業 

   学童期におけるむし歯予防の推進を目的に、小学校におけるフッ化物洗口の実施拡大を図る

ために、管内小学校がフッ化物洗口の導入を希望した際の検討会への参加等を行っている。な

お、本事業は平成 29 年度から令和元年７月までは、「学童期むし歯予防推進事業」としてモデ

ル小学校において、フッ化物洗口を実施していた。 

 

（４） 口腔ケア定着促進事業 

    要介護高齢者の肺炎の予防や生活の質の向上を図ることを目的に、入所系・居住系サービ

スを提供する高齢者施設の職員が、歯科衛生士による専門的口腔ケアの手法を学び、要介護

高齢者の個々人の口腔内の状態にあった口腔ケアを継続的に実施できるようにするため、研

修会を開催した。（第 2回目は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

 

実 施 日 場  所 内  容 参加者数 

R2.2.20 
八女総合庁舎 

大会議室 

講演・演習「高齢期における口腔ケアの 

必要性と口腔ケアの実践教室」 

講師：八女筑後歯科医師会 

    歯科医師 姫野 尚宏先生 

１９ 

R2.2.28 

(開催中止) 

柳川総合庁舎 

大会議室 

講演・演習「高齢期における口腔ケアの 

必要性と口腔ケアの実践教室」 

講師：大川三潴歯科医師会 

    歯科医師 今里 憲弘先生 

２０ 
(参加申込数) 

 

５ 在宅医療推進事業 

地域在宅医療支援センターは、在宅緩和ケア等について相談できる窓口として、平成２０年度

に県内４か所をモデルとして設置され、平成２２年度からは県内全保健福祉環境事務所に設置さ

れた。 

南筑後地域在宅医療支援センターでは、地域における在宅医療を希望する患者及びその家族の

相談・支援に対応し、療養上の悩みや不安解消及び在宅医療の普及啓発並びに在宅医療に係る関

係機関との連携体制の支援や情報提供、相談、医療従事者に対する研修会等を行っている。 

 

令和元年度 南筑後地域在宅医療支援センター実績 

事 業 内   容 

⑴ 相談 

 窓口 
○在宅療養を希望する住民や地域の在宅医療関係者からの相談対応 
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(2)在宅

医療従事

者の 

資質向上 

〇訪問看護ステーション等スキルアップ研修  

日 時：令和元年１０月１６日（水）１９：００～２０：３０ 

対  象：訪問看護ステーションの管理者及び職員 

参加者：１０名 

 内 容：講演「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスへの支援について 

         ～ＡＣＰと訪問看護ステーションの役割を学ぼう～」 

講師 暮らしの保健室 in 若松 杉本 みぎわ 氏 

〇高齢者施設看取り研修 

 日 時：令和元年９月２６日（木）１４：００～１６：００ 

 対 象：管内高齢者施設の管理者及び職員、市町職員  参加者：７３名 

 内 容：テーマ「高齢者施設における看取りの実際」 

     講演①「穏やかな最期を支える多職種連携」 

     講師 特別養護老人ホーム八女の里 松熊 享子 氏 

     講演②「施設における看取り介護～最期まで家族とともに寄り添って～」 

     講師 ユニット型特別養護老人ホームステイン八女の里 片桐 啓補 氏 

     講演③「施設看取りを体験した家族の立場から」 

(3)住民 

啓発 

○出前講座の実施   

１ 日 時：令和元年１１月２１日（木）１９：００～２０：３０ 

  場 所：八女筑後訪問看護ステーション２階会議室 

  対象者：八女筑後地区介護保険事業連絡協議会訪問部会 

  参加者：２５名 

  内 容：南筑後地域における在宅医療推進の取組みについて 

２ 日 時：令和２年２月１２日（水）１３：００～１４：００  

  対象者：柳川市北村水天宮サロン利用者  

  参加者：１４名 

  内 容：「在宅医療のこと知っていますか？」 

(4)連携 

○南筑後地域在宅医療推進協議会の開催 

日 時：令和元年１１月２０日（水）１３：３０～１４：３０ 

場 所：柳川総合庁舎２階大会議室 

○訪問看護ステーション連携強化事業への出席、助言 

○訪問看護ステーション連絡協議会／意見交換会への出席（柳川・みやま・大川地区）        

(5)資源 

 情報 

○病院、診療所、在宅療養支援診療所、訪問看護ステーション、施設等の情報を集約し、

相談内容に応じた情報提供や、住民への出前講座で地域の情報を提供 

○高齢者施設看取り実態調査 

 管内の高齢者施設２２５か所を対象としたアンケート調査の実施 

（うち聞き取り調査３か所） 

(6)市町 

   支援 

○平成３０年度から、市町が実施主体となり「在宅医療・介護連携推進事業」の全事業

項目が実施されるにあたり、管内市町のヒアリングをもとに支援計画を作成し、市町

支援を実施している。 

各種協議会・会議、研修会への出席、助言及び在宅医療・介護に関するデータの提供

等を行っている。 

また、管内市町担当者会議を開催し（年２回）、市町間の意見交換や広域的協議を行っ

ている。    

○介護予防普及展開事業を実施しているモデル市町（平成２９年度みやま市、３０年度

柳川市）の地域ケア個別会議、地域ケア推進会議に参加し、事業の定着化に向けた支

援を行っている。 
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６  母子保健 

（１）乳幼児発達診査事業 

出生等の状況から心身の正常な発達に関して諸問題を有している乳幼児や、乳幼児健診及び

家庭訪問等で精神運動発達面及び言語発達面において障害を残すおそれのある乳幼児に対し

て、市町や医療機関との連携のもとに発達相談を実施している。 

 

                  (令和元年度)                      

実施回数 ２ 

受診者数 
実人員 ２ 

延人員 ２ 

 

（２）未熟児等訪問指導事業 

平成２５年度から申請窓口は市町に移行したが、市町からの相談には随時対応し、必要に応じ

ケース会議等へ出席している。 

 

 

（３）不妊治療等支援事業 

不妊治療を希望しているにもかかわらず、経済的負担を感じている夫婦に対して費用の一

部を助成する事業が平成１６年度から開始。平成２８年度からは、初回助成に係る治療期間の

初日における妻の年齢が４０歳未満の場合は、通算助成回数を６回まで、４０歳以上４３歳未

満の場合は通算助成回数３回まで、４３歳以上は助成対象外となった。また、平成２８年１月

２０日から、初回治療及び男性不妊治療の助成が拡充されている。 

 

不妊治療費助成申請件数 

年度 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 計 

平成 29 年度 １６７ ７１ １５ ３ ０ ０ ２５６ 

平成 30 年度 １６４ ６６ ２１ ２ １ ０ ２５４ 

令和元年度 １３７ ６２ １６ ５ ２ ０ ２２２ 

 
 

    市町別申請件数 

年度 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 計 

平成 29 年度 ５１ ４４ ６７ ３１ ２２ １７ ２４ ２５６ 

平成 30 年度 ５１ ４７ ７７ １６ ２４ １８ ２１ ２５４ 

令和元年度 ４６ ３９ ６８ ２０ ２４ １５ １０ ２２２ 

 
 

（４）ハイリスク妊産婦支援事業 

妊娠期からリスクのある母親を把握し、産後うつ病を含めた育児等の不安軽減を図るため、

関係機関と連携しながら虐待を未然に防止することを目的として、関係者の資質向上のための

研修会を開催している。 
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実施日 場  所 内  容 参加者数 

R1.6.10 
柳川総合庁舎 

大会議室 

母子保健担当者会議 

1 令和元年度母子保健事業について 

2 妊娠期からのケア・サポート事業について 

3 妊娠出産包括支援事業について 

4 その他 低出生体重児と家族の会のご案内 

15 

R1.10.28 

小郡市 

総合保健福祉

センター 

あすてらす 

 

1 講演 

(1)「子育て世代包括支援センターの 

               設置から運営について」 

(2)「産後ケア事業について」 

講師 小郡市子ども健康部健康課母子保健係            

保健師   原田 紗代  氏 

2 施設見学 

14 

R1.11.18 
柳川総合庁舎 

大会議室 

妊娠期からのケア・サポート事業研修会 

講演「虐待から子どもを守ろう 

 ～どこにつなげばいいの？ 

妊娠期からの切れ目ない支援～」 

講師 

 福岡県久留米児童相談所 

        保健師  田中 忍 氏 

29 

 

(５）生涯を通じた女性の健康支援事業 

女性は、妊娠・出産など、ライフステージにおいて女性特有の様々な健康問題や悩みを抱え

ていることがあるため、気軽に相談できる相談体制を確立することで、生涯を通じた女性の健

康保持推進を図るものである。 

令和元年度は、日常生活に取り入れられる運動について一般女性を対象に健康教室を開催し

た。 

 

実施日 場  所 内  容 参加者数 

R1.11.29 
柳川総合庁舎 

 大会議室 

講話および実技 
「スラッとした美しい姿勢は 

そる腹筋から！ 

～いつまでも健康と若さを 

保つために～ 」 

講師 

合同会社オンリーワンスペース代表 
   ピラティス・ヨガインストラクター 

大森 敦子 氏 

31 
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＜疾病対策係＞ 

 

疾病対策係は、がん対策、難病対策事業等（指定難病、小児慢性特定疾病、肝炎・肝がん・重度

肝硬変治療、原爆被爆者援護等）の医療費助成を行っている。また、地域での難病患者等の支援の

ため、相談・家庭訪問・研修会・関係者による協議会等の開催により、体制整備を推進している。 

なお、当所管内は、高齢化率が高く、広域で公共交通機関が限られていることから、八女分庁舎

で、申請窓口を開設している。 

 

１ がん検診推進事業 

平成２３年度から、市町村が実施するがん検診事業に関する補助金交付申請の審査を行い、

補助金及び事業実施について指導や助言を行っている。 
   また、がんによる死亡率減少を目指し、征圧月間等に県民へがん検診啓発を行っている。 
 
２  難病対策事業 

（１）難病法の医療費助成（特定医療費の支給） 

指定難病（発病の機構が明らかでなく、かつ治療方法が確立していない、難病のうち厚生

労働大臣が指定した 333 疾患）の患者に対する医療その他難病に関する施策に関し必要な事

項を定めることにより、難病の患者に対する良質かつ適切な医療の確保及び難病の患者の療

養生活の質の維持向上を図り、もって国民保健の向上を図ることを目的として、患者からの

申請を受理し支給認定、その後、特定医療費(指定難病)受給者証の交付を実施している。 

また、申請等の場を活用して個別相談や家庭訪問による療養指導にも繋げている。 

             

年 度 特定医療費受給者証所持者数 うち新規受給者証交付者数 

平成 30年度 ２，２０２ ３６８ 

令和元年度 ２，３０１ ３２６ 

 

（２）難病患者地域支援対策推進事業 

ア 在宅療養支援計画策定・評価事業 

個々の患者等の実態に応じてきめ細かな支援を継続して行うため、保健・医療・福祉の各種 

サービス提供計画を策定し、その効果について評価を行っている。 

   

   イ 訪問相談事業                                                                  

在宅療養中の難病患者に対し、健康面及び保健・医療・福祉に関する相談・支援を行い、患 

者及び家族のＱＯＬの向上を図っている。   

 

   ウ 医療相談事業 

難病患者・家族の療養上の不安を解消するために、専門の講師による講話や患者・家族同士 

の交流の場を設け、難病に関する知識の普及啓発、日常生活の工夫についての助言及び療養生 

活における相談等の支援を行っている。 

 

 



Ⅲ 業務の概要 健康増進課 

28 
 

 

（３）難病電話相談事業（難病ホットラインの設置） 

専用の相談電話により難病患者及び家族の悩みや不安を解消・軽減することにより、患者・ 

家族のＱＯＬの向上を図る。 

 

（４）在宅人工呼吸器使用患者支援事業 

人工呼吸器を装着していることについて、特別の配慮を必要とする在宅の難病患者等に対し

て、在宅において適切な医療の確保を図ることを目的として、診療報酬で定められた回数を超え

る訪問看護の実施を訪問看護ステーション等に委託し、必要な費用を交付している。 

令和元年度は在宅人工呼吸器使用患者支援事業の利用者は３名、支援事業所は３事業所（訪問

看護ステーション）であり、支援者や事業所間で連携会議等を実施しながら支援の継続がなされ

ており、連携会議等には必要に応じて、当所保健師が参加している。 

 

（５）難病患者緊急搬送に係る体制整備 

   医療依存度の高い在宅難病患者について、患者・家族の希望を確認し同意の得られた場合は、

患者情報を事前に管轄の消防機関に情報提供を行い、災害時や病状急変時等の緊急搬送に備えて

いる。 

 

（６）災害時における避難行動要支援者対策について 

   災害時に支援を要する在宅難病患者が安全かつ確実に避難できる支援体制を整備するため、難

病患者の実態調査を行い、難病患者等避難行動要支援者台帳を作成し、同意の得られた者につい

ては、市町に情報提供を行っている。 

 

（７）難病従事者等研修会 

   難病相談に従事する医療・保健・福祉関係者を対象に、難病に関する知識の普及、技術の向上 

を図っている。 

 

 

 

対象疾病 実施日 場所 内容及び講師 
参加者 

 数 

パーキンソン病 R1.9.5 

八女総合

庁舎 

大会議室 

〇講話「パーキンソン病との向き合い方」 

 講師 医療法人柳育会 柳病院 

神経内科 飯島浩之 氏 

〇交流会 

30 

後縦靭帯骨化症 

黄色靱帯骨化症 
R1.10.15 

柳川総合

庁舎 

大会議室 

〇講話「後縦靭帯骨化症、黄色靱帯骨化症

について」 

 講師 久留米大学医学部 

整形外科 山田圭 氏 

〇交流会 

20 
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実施日 場  所 内    容 参加者数 

R1.11.12 
柳川総合庁舎 

大会議室 

 
〇講話「神経・筋疾患の基礎知識」 

講師 医療法人社団高邦会 柳川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 

  脳神経内科 小池文彦 氏 

 

〇講話「難病に係る制度について」 

 講師 南筑後保健福祉環境事務所 

健康増進課健康増進係 

 

医療・保

健・福祉関

係者 

 

67 

 

（８）難病対策地域協議会 

   平成２８年度に協議会を設置し、地域における難病患者への支援体制に関する課題等につい

て、医療･福祉・行政等で情報を共有し、地域の実情に応じた体制の整備について協議を行って

いる。 

 

実施日 場  所 内    容 参加者数 

R1.12.10 
柳川総合庁舎 

大会議室 

 
【協議事項】 

南筑後地域における難病患者の災害支援について 
 

市町及び 

関係機関 

27 

  

３ 小児慢性特定疾病 

（１）小児慢性特定疾病医療費助成制度 

  小児慢性特定疾病の患者に対する良質かつ適切な医療支援の実施を目指し、当該疾病の程

度が一定以上である方の保護者に対し、申請に基づき、医療に要する費用（小児慢性特定疾

病医療費）を支給している。また、申請時等には、医療及び日常生活上の問題に関する相談

に応じている。 

「児童福祉法の一部を改正する法律」が平成２６年５月３０日公布され、平成２７年１月

１日から、新たな小児慢性特定疾病医療費助成制度となり、小児慢性特定疾病医療費助成の

対象となる医療は、都道府県等が指定した指定医療機関で有効期間内に受けた医療とされ

た。対象疾病は、令和元年７月１日からは１６疾患群７６２疾病となっている。 
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令和元年度 小児慢性特定疾病医療受給者証 所持者数          （令和２年３月末現在） 

疾患群 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 計 

01 悪性新生物群 7 5 7 1 2 2 2 26 

02 慢性腎疾患 2 1  2 0 0 0 1 6 

03 慢性呼吸器疾患 1 0 1 1 1 0 0 4 

04 慢性心疾患 6 2  6 5 3 2 0 24 

05 内分泌疾患 11 7 19 14 5 1 4 61 

06 膠原病 4 0 0 0 0 0 1 5 

07 糖尿病 1 4 2 1 2 0 0 10 

08 先天性代謝異常 0 2 2 1 2 1 3 11 

09 血液疾患 2 4 2 0 0 0 1 9 

10 免疫疾患 3 1  1 0 1 1 1 8 

11 神経・筋疾患 1 2  1 1 0 0 1 6 

12 慢性消化器疾患  2 2 1 1 1 0 2 9 

13 染色体又は遺伝子に変

化を伴う症候群 
0 0 1 0 0 0 0 1 

14 皮膚疾患群 0 0 0    0 0 0 0 0 

15 骨系統疾患 0 2 3 0 1 2 0 8 

16 脈管系疾患 0 0 0 0 0 0 0 0 

     計 40 32 48    25 18 9 16 188 

 
（２）小児慢性特定疾病児童等ピアカウンセリング事業 

    専門スタッフによる助言・相談等を行うことにより、親等の不安軽減、ひいては小児慢性

特定疾病児童等の日常生活における健康の保持増進及び福祉の向上を図ることを目的に開

催。 

    今年度は、北筑後保健福祉環境事務所と共催で、保護者の交流会を実施した。 

 

実施日 場  所 内    容 参加者数 

R1.11.7 
久留米総合庁舎 

会議室 

講話を交えた交流会 
「療養と学校生活の両立を目指して」 

講師 独立行政法人国立病院機構 九州がんセンター 
小児看護専門看護師 坂田 友 氏 

１ 

 
４ 肝炎対策 （福岡県肝炎治療特別促進事業） 

肝炎ウイルスは肝がんの主な発症原因であるが、肝炎ウイルスを早期に発見し治療に結びつ 

けることで肝がんを予防することができる。インターフェロン治療はＢ型及びＣ型肝炎ウイルス、

また、核酸アナログ製剤治療は、Ｂ型肝炎ウイルスの有効な治療方法であるが治療費が高額とな

る。 

このため、福岡県では平成２０年４月１日から、Ｂ型及びＣ型肝炎ウイルスに感染し、インター

フェロン治療を受ける予定の者（又は治療中の者）に対し、インターフェロン治療に係る医療費の

一部を助成する制度を実施している。 

平成２２年４月１日からは、肝炎インターフェロン治療の２回目の制度利用、Ｂ型肝炎ウイル

スに感染し核酸アナログ製剤治療を受ける予定の者（又は治療中の者）に対して医療費の一部を

助成する制度が開始された。併せて、自己負担限度額の基準も変更になり、自己負担限度額が一部

軽減された。Ｃ型肝炎については、平成２６年２月からシメプレビルを含む３剤併用療法が助成
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対象となった。平成２６年９月からは、インターフェロンフリー療法が助成対象となり、平成２７

年に３種類の薬剤が増え、１２月にはインターフェロンフリーの再治療が認められるようになっ

た。さらに、平成２８年に新たに３種類、平成２９年に新たに１種類、平成３１年に新たに１種類

のインターフェロンフリーの薬剤が追加された。 

また、肝炎ウイルス陽性者等フォローアップ事業が始まり、ウイルス性肝炎患者等重症化予防

推進事業が始まった。適切な治療や経過観察を行い、重症化を予防するために、Ｂ型、Ｃ型肝炎ウ

イルスによる慢性肝炎・肝硬変・肝がんの療養者に対し、精密検査又は定期検査の費用助成を行っ

ている。 

 平成３０年１２月１日から、肝がん・重度（非代償性）肝硬変による入院患者に対する医療費助

成制度（福岡県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業）が開始された。 

 

 

 

 

 

 

（１）肝炎インターフェロン治療及び核酸アナログ製剤治療受給者証申請件数 

 

平成３０年度 令和元年度 

インターフェロン、インターフェロンフリー アナログ インターフェロン、インターフェロンフリ

ー 
アナログ 

総数 内訳 新規 更新 総

数 
内訳 新規 更新 

柳川市 34 

新規（3剤以外） 0 

8 64 25 

新規（3剤以外） 0 

8 71 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 31 インターフェロンフリー 24 

再治療 3 再治療 1 

八女市 28 

新規（3剤以外） 0 

 

7 

 

 

37 

 

25 

新規（3剤以外） 0 

6 41 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 24 インターフェロンフリー 24 

再治療 4 再治療 1 

筑後市 15 

新規（3剤以外） 0 

5 

 

 

44 

 

 

17 

新規（3剤以外） 0 

3 48 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 14 インターフェロンフリー 16 

再治療 1 再治療 1 

 

大川市 

 
22 

新規（3剤以外） 0 

6 28 19 

新規（3剤以外） 0 

2 27 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 

 
19 インターフェロンフリー 

 
18 

再治療 3 再治療 1 
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みやま

市 
15 

新規（3剤以外） 0 

2 38 10 

新規（3剤以外） 0 

2 34 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 15 インターフェロンフリー 9 

再治療 0 再治療 1 

 

大木町 

 
8 

新規（3剤以外） 0 

0 14 6 

新規（3剤以外） 0 

0 11 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 0 2 回目 0 

インターフェロンフリー 

 
7 インターフェロンフリー 

 
6 

再治療 1 再治療 0 

広川町 16 

新規（3剤以外） 0 

2 13 9 

新規（3剤以外） 0 

1 14 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 

 
0 2 回目 

 
0 

インターフェロンフリー 15 インターフェロンフリー 9 

再治療 1 再治療 0 

計 138 

新規（3剤以外） 0 

30 238 111 

新規（3剤以外） 0 

22 246 

3 剤併用 0 3 剤併用 0 

延長 0 延長 0 

2 回目 

 
0 2 回目 

 
0 

インターフェロンフリー 125 インターフェロンフリー 106 

再治療 13 

 
再治療 5 

 

（２）Ｃ型・Ｂ型肝炎相談件数 

 平成３０年度 令和元年度 

電話相談 １５９件 ９９件 

面接相談 １，１５７件 ９９３件 
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５ 原爆被爆者援護   

「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」に基づき、原爆症認定申請を始め、被爆者健康

手帳交付申請、一般疾病医療費支給申請、諸手当支給認定申請、葬祭料支給申請のほかに、福祉

事業の訪問介護利用助成受給者資格認定申請等を行っている。 

被爆者健康診断については、平成１３年から医療機関委託となり、年２回の健康診断等に関す

る事務を行っている。 

 

  被爆者健康手帳交付状況                  （令和２年３月末現在） 

区分 被爆者健康手帳 健康診断受診者証 計 

件数 ９０ ４ ９４ 

       

  各種手当支給状況                       （令和２年３月末現在） 

医療特別手当 特別手当 健康管理手当 保健手当 介護手当 家族介護手当 葬祭料 

２ １ ８３ １ ０ １ ９ 
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＜精神保健係＞ 

 

保健福祉環境事務所は地域精神保健福祉業務の中心的な行政機関として、精神保健福祉センタ

ー・市町村・医療機関・社会福祉関係機関・社会復帰施設等を含めた地域社会との緊密な連絡協調

のもとに、精神障がい者の早期治療の促進並びに精神障がい者の社会復帰及び自立と社会参加の促

進を図るとともに、地域住民の精神的健康の保持向上を図るための事業を行っている。 

 

１ 精神医療対策 

（１）措置入院及び医療保護入院 

入院形態別 管内精神科病院の入院者数                   令和 2年 3月末現在 

年度 管内病床数 措置入院数 医療保護入院者数 任意入院者数 その他入院者数 合計 

 29 912 3      239  599 3 844 

30 912 3 239       611 2 855 

元 912 4      237       610 1 852 

                                                             

（２）申請・通報・届出等に関する対応  

措置入院についての申請、通報等の受理から入院の決定までの事務及び措置入院、医療保護 

入院についての届出、定期病状報告受付等の業務を行っている。平成２１年度からは、本庁健

康増進課が行っていた大牟田市の措置入院の事務等も当所で行っている。  

   措置入院の解除は、指定病院管理者から「措置入院の症状消退届」が提出された後、内容を

審査のうえ、病院関係者及び措置入院者に解除面接をし、聞き取りを行っている。 

令和元年度の新規措置入院者は２６名、措置解除者は２７名である。 

令和２年３月末現在での措置入院者数は４名である。 

                 （当所が関わった大牟田市分を含む） （件） 

年度 申請・通報 
通 報 等 内 訳   

合計 
22 条 23 条 24 条 25 条 26 条 26 条の 2 

29 実件数 0 32 6 0 18 0  56 

30 実件数 0 32 10 0 22 0  64 

元 実件数 1 29 4 0    12 0 46 

＊ ２２条：診察及び保護の申請、  ２３条：警察官の通報、  ２４条：検察官の通報、  ２５条：保護観察所の長の通報、 

  ２６条：矯正施設の長の通報、  ２６条の２：精神科病院の管理者の届出 

  

（３）精神科救急医療システム 

夜間の午後５時から翌日午前９時までと、休日の昼間の午前９時から午後５時までに精神疾 

患により救急医療を必要とする者に対し、迅速かつ適切な医療及び保護を行うために、本人、

家族面接による事前調査、措置診察、移送等を実施している。２３条通報で夜間及び休日に対

応した２０件の内、措置診察を要すると判断し同システムで対応した件数は１５件であった。 

 

（４）精神科病院の実地指導 

精神障がい者の人権に配慮した適正な精神医療を確保し、精神障がい者の社会復帰・社会参

加を促進する観点から、毎年管内４か所の精神科病院に実施している。 

       

（５）措置入院及び医療保護入院者の現地診察 

        措置入院者及び医療保護入院者等について、当該病院において知事が指定する現地診察医の

現地診察に直接立ち会い、入院患者の病状を把握するとともに、入院継続の要否及び措置入院

者の措置解除等についての事務を行っている。 
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２ 社会復帰対策 

（１）精神障がい者地域支援事業 

医療、福祉、行政等の関係機関が連携して精神障がい者に対する充実した支援体制を構築す

ること及び地域で安定した生活を希望する精神障がい者への障がい福祉サービスの提供等を

関係機関が協力して行うことにより、精神障がい者が住み慣れた地域で安心して生活ができる

よう支援を行うことを目的に平成２１年度から実施している。 

今年度、精神障がい者地域支援事業関係機関会議において、処遇プランの活用を通した地域

移行支援について意見交換等を行いながら、各市町、相談支援事業所、医療機関等、関係機関

の顔が見える関係づくりを行い、連携強化を図った。 

精神障がい者の支援者を対象とした研修会では、精神障がい者の地域移行・地域定着支援及

びアルコール対策を行う関係機関の連携をテーマに開催し、支援者の理解を深める機会となっ

た。  

また、地域住民への健康教育を実施し、精神障がいに関する地域住民等の理解促進を行った。 

 

 
事業名 実施日 場所 実施内容 対象者 

支
援
体
制
づ
く
り
及
び
連
携
強
化 

精神障が

い者地域

支援関係

機関会議 

（自立支

援関係機

関会議） 

 

 

R1.10.1 

 

出席者28名 

委員: 21 名 

当所:  7 名 

柳川総合

庁舎 

 

(１)講話及びグループワーク 

・「病院から在宅へ 処遇プランの実際」 

・処遇プランのグループワーク 

講師 太宰府病院 地域連携室長代理 

窪井 かおり氏 

 

(２)当所からの情報提供 

「退院後支援計画について」 

精神障がい

者地域支援

関係機関会

議委員 

支
援
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

精神保

健福祉

関係機

関研修

会 

 

 

R1.10.31 

 

出席者38名 

 

八女総合

庁舎 

 

(１)講話 

「精神科病院における精神保健福祉士

の役割と地域連携について」 

講師 筑水会病院 地域連携推進部 

      部長 大隈 岩雄氏 

(２)講話  

「アルコール依存症とは。アルコール関

連問題への対応の実際について」    

講師 太宰府病院 地域連携室長代理 

窪井 かおり氏 

(３)説明  

「措置入院患者の退院後支援について」 

「精神保健福祉相談について」 

市町、相談支

援事業所、精

神科医療機

関、訪問看護

事業所、障害

者就業生活

支援センタ

ー等 

普
及
啓
発 

精神障が

いに関す

る普及啓

発 

R1.6.21 

参加者25名 

広川町 

町民交流

センター 

保健師による講話 

「精神障がいの理解」 

広 川町 民生

児童委員 

R1.8.8 

参加者12名 

相談支援

センター

ホープ 

保健師による講話 

「精神障がい者地域支援 

 ～誰もが暮らしやすい地域のために～」 

サ ポー トみ

やまの委員 
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R1.9.10 

参加者22名 

みやま市

社会福祉

協議会あ

たご苑 

保健師による講話 

「精神障がい者の理解及び対応について」 

み やま 市社

会 福祉 協議

会 の介 護支

援従事者 

R1.10.9 

参加者21名 

大木町地

域創業交

流センタ

ーWAKKA 

保健師による講話 

「精神障がい(ひきこもり)の支援につい

て」 

大 木町 自立

支 援協 議会

委員等 

R1.11.28 

参加者74名 

柳川総合

庁舎 
保健師による講話 

「メンタルヘルス対策について」 

地 域職 域連

携 会議 出席

者 

  

３ 地域精神保健福祉対策 

（１）精神保健福祉相談事業（こころの健康相談） 

一般の精神疾患、アルコールや薬物依存、認知症、思春期等で悩みのある方やその家族等を

対象に、定例相談日を設けて専門医による精神保健福祉相談を実施している。 

また、定例相談日に来所できない方には、保健師が面接や電話で随時、相談に応じている。 

※ 定例相談日   

（本庁舎）    第１、２、３    木曜日 １３：００～１５：００ 

（分庁舎）    第１、２＊、３、４＊ 月曜日 １４：３０～１６：００ 

（大木町子育て交流センター）奇数月第４水曜日 １４：００～１５：３０ 

（大川市保健センター）    偶数月第４水曜日 １４：００～１５：３０ 

＊…分庁舎の第２・４ 月曜日は保健師が相談対応 

                         

 

 

 

                                     （令和元年度） 

  

内 訳 再 掲 

一
般
精
神 

心
の
健
康 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

思
春
期 

摂
食
障
害 

て
ん
か
ん 

高
齢
者 

そ
の
他 

合
計 

う
つ 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

本庁

舎 

実数 0 1 0 2 0 1 1 0 0 0 1 6 0 0 0 0 

延数 0 1 0 2 0 1 1 0 0 0 1 6 0 0 0 0 

分庁

舎 

実数 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 6 9 0 0 0 0 

延数 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 6 9 0 0 0 0 

大川 

大木 

実数 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 1 0 

延数 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 1 0 

管内 

合計 

実数 0 9 0 3 0 1 1 0 0 0 7 21 0 0 1 0 

延数 0 9 0 3 0 1 1 0 0 0 7 21 0 0 1 0 
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（２）適正飲酒指導 

福岡県では飲酒運転による事故件数が全国でも多い状況が続き、平成２１年には飲酒運転事 

故が全国で最多となったため、平成２４年２月に議員提案による福岡県飲酒運転撲滅条例が可

決成立（同年４月施行）した。その後、平成２７年２月の条例改正により、アルコール依存症

に関する受診義務等の強化に関する規定が、９月２１日から施行され、それまで努力義務とさ

れていた初回違反者についても、「指定医療機関による診察」又は「知事が指定する方法による

指導」を受け、知事へ報告することが義務となったため、知事が指定する方法による指導を県

内の保健所で、平成２７年１０月から飲酒運転撲滅運動の推進に関する保健指導（適正飲酒指

導）を実施している。ＡＵＤＩＴ（アルコール依存症の自己チェック）の実施とアルコール健

康障害や適正飲酒について説明を行い、アルコール健康障害の予防と健康増進のために適正飲

酒が実施できるように指導を行っている。 

                             （令和元年度） 

 実施回数 来所者（指導人数） 

適正飲酒指導 10 19 

 

（３）保健師による訪問指導 

主として精神障がい者本人や家族の相談に応じ、受診指導、生活指導、社会復帰への支援、

家族の役割調整、環境調整等を行っている。緊急対応や処遇困難な事例等の連絡調整が必要な

事例が増えており、精神科病院や市町、相談支援事業所等の担当者と連携を図り支援している。 

 

 

 

 

 

 

 精神保健福祉相談（定例外）                                    （令和元年度） 

 

一
般
精
神 

心
の
健
康 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

ゲ
ー
ム 

思
春
期 

老
人
精
神
保
健 

そ
の
他 

合
計 

再 掲 

う
つ 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

災
害 

 

合

計 

実

数 
24 7 0 7 1 1 0 0 0 1 41 0 1 1 0 0 

延 

数 
54 8 0 10 5 1 0 0 0  1 79 0 1 2 0 0 

 電話相談 延件数と内訳                                   （令和元年度）          

 

一
般
精
神 

心
の
健
康 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

ギ
ャ
ン
ブ
ル 

ゲ
ー
ム 

思
春
期 

老
人
精
神
保
健 

そ
の
他 

合
計 

再 掲(重複あり) 

う
つ 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

犯
罪
被
害 

災
害 

合計 847 59 13 24 80 0 0 3 1 4 1031 4 14 26 0 0 
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（４）個別支援会議 

   精神障がい者が安心して生活ができる支援体制を整備することを目的として、退院促進事例

や措置入院事例など、地域の処遇困難事例等のケース会議を実施し、他機関と調整、連携しな

がら支援を行っている。 

                                 （令和元年度） 

                                                       

 

 

    

 

また、所内事例検討会を毎月実施し、自殺ハイリスクの相談事例や通報等があった事例につ

いて、その後の状況について情報共有するとともに、支援方法について検討を行う他、処遇困

難事例についての検討も行っている。      

         （令和元年度） 

 

 

 

 

（５）普及啓発事業等 

  

 ア 地域住民交流・ふれあい事業 

精神障がい者に対する偏見をなくし、精神障がいの有無を問わず、互いに助け合える住み良

い地域づくりをめざして、管内の精神科病院が地域活動支援センターと共催で行うコンサート

活動を支援している。                   

 

 

 

 

 

（６）精神障がい者家族会支援 

管内は、みやま市柳川市精神障者地域家族会「友和会」、八女地域精神障害者家族会「のぞ

み会」の２団体があり、総会の出席や研修会開催運営の助言等をしている。 

 

４ 自殺対策   

平成１８年１０月に「自殺対策基本法」（以下「基本法」という。）が施行、平成１９年６月に

「自殺総合対策大綱」（以下「大綱」という。）が策定され、国を挙げて自殺対策が推進された。 

訪問指導                                                   

 

 

年 

 

度 

 

 

実 

人 

員 

延人員 

老
人
精
神
保
健 

社
会
復
帰 

ア
ル
コ
ー
ル 

薬
物 

思
春
期 

心
の
健
康
づ
く
り 

て
ん
か
ん 

そ
の
他 

合
計 

合計の再掲 

ひ
き
こ
も
り 

自
殺
関
連 

自
殺
者
の
遺
族 

災
害 

元 96 0 17 0 27 0 5 0 495 544 2 8 0 0 

 会議回数 検討事例実数 

措置解除面接 2７ 27 

ケース会議 81 37 

所内事例検討会 
会議回数 

通報後の支援 

延べ人数 

事例検討 

延べ人数 

10 117 22 

実施日 場所 内容 対象者 

R 元.11.13 
みやま市  

まいピア高田ホール 
地域とのふれあいコンサート 一般住民、関係機関利用者、職員等 
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これまでの取組みの結果、全国の自殺死亡者数は、平成２４年以降３万人を下回っている。本

県及び管内の自殺死亡率も減少傾向であり、管内の平成３０年の自殺死亡率（人口１０万対）は

１７．０である。しかし、依然として多くの人が自殺により尊い命を亡くされており、憂慮すべ

き状況が続いている。 
平成２８年の基本法改正により、県及び市町村は大綱及び地域の実情を勘案して自殺対策計画

を定めることとされ、国においては平成２９年７月に新たな大綱が策定された。 
本県においては、平成３０年３月に「福岡県自殺対策計画」を策定し、当所においては本計画

に基づき、自殺ハイリスク者（自殺未遂者等）対策、自殺のリスクに気づき対応できる人（ゲー

トキーパー）の養成、悩みを抱える人の相談窓口等の啓発について、関係機関と共に取組みを進

めている。 
 

（１）ハイリスク者支援事業 

 

（２）地域における見守り強化事業 

実施日 場所 内  容 対象者 参加者数 

R1.6.21 
広川町保健福

祉センター 

 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（精神障がいに関する普及啓発と併せて実施） 
 

広川町民生委

員児童委員協

議会委員 

２８ 

R1.8.7～

9.30 
柳川総合庁舎 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

新任期訪問看

護師、看護学

生、栄養士学生 

２７ 

R1.8.8 
相談支援セン

ター ホープ 

 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（精神障がいに関する普及啓発と併せて実施） 

サポートみや

ま 12 事業所の

代表者 

１２ 

実施日 場所 内容 対象者 参加者数 

  

 

 

R1.10.7 

筑後市中

央公民館 

「サンコ

ア」 

 

【福岡県自殺未遂者支援研修会（筑後会場）】 

自殺リスクの評価、自殺未遂者に対する接し方に

ついて、講義と演習を行った。 

 

講師：福岡大学 医学部精神医学教室  

講師 衞藤 暢明 氏 

  

救急告示病院 

消防署、警察署 

精神科病院 

相談支援事業

所、市町 

当所 等 

５９ 

(当所管 

内参加者 

：４３） 

R2.2.25 
柳川総合

庁舎 

【自殺ハイリスク者支援連携強化会議】 

自殺未遂者の救急告示病院から精神科へのつな

ぎ及び、地域支援機関へのつなぎに係る調査結果

を基に、自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ取組

について協議した。 

(講師･助言者) 

久留米大学 学長 

神経精神医学講座 主任教授 内村 直尚 氏 

救急告示病院

消防署 

精神科病院 

市町  

当所   

３２ 



 
 

 
Ⅲ 業務の概要 健康増進課 

 

40 
 

R1.8.26 

広川町商工会

広川町産業展

示会館 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（衛生消毒講習と併せて実施） 

八女・黒木地域

理容組合委員 
３５ 

R1.9.10 

みやま市社会

福祉協議会本

所 あたご苑 

 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（精神障がいに関する普及啓発と併せて実施） 
 

みやま市社協

ヘルパーステ

ーション職員 

２２ 

R1.9.19 
筑後市総合福

祉センター 

【メンタルヘルス研修】 

保健監による講話 

（ｹﾞｰﾄｷｰﾊﾟｰに関する普及啓発と併せて実施） 

筑後市社会福

祉協議会職員 
３６ 

R1.10.31 八女総合庁舎 

 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（精神保健福祉関係機関研修と併せて実施） 
 

精神科医療機

関、市町、相談

支援事業所、訪

問看護ステー

ション 

３３ 

R1.11.26 馬場市助商店 

 

【ゲートキーパー養成研修】 

保健師による講話 

（アルコールに関する普及啓発と併せて実施） 
 

商店職員 ４０ 

R1.12.5 
保健医療経営

大学 

 

【若年層の自殺対策に関する講演会】 

「ストレス対処法について～臨床心理学的

視点から～」 

講 師：臨床心理士・公認心理師 

 中島 薫 氏 

 

保健医療経営

大学生・職員 
２８ 

 

（３） 悩みごと相談促進事業 

ア 住民への普及啓発                         （令和元年度） 

 

実施月 内  容 対象者 

6 月 歯の健康フェスタ（柳川山門・八女筑後）にて啓発物を配布 一般住民 

9 月 10 日～16 日 

（自殺予防週間） 

庁舎内ロビーに『自殺予防コーナー』を設置 

自殺予防週間の期間を中心に関係者等（管内私立高校、大

学、駅、給食施設研修会参加者等）へ啓発物を配付 

一般住民、関係機関

職員等 

10 月 福岡健康日本２１大会にて啓発物を配布 一般住民 

11 月 

（過労死等防止啓発月間） 

地域・職域連携会議研修会と併せて啓発物（職場におけるメ

ンタルヘルス対策や相談窓口記載）を配付、説明 

地域・職域連携会議委

員、がん登録事業所 

3 月 

（自殺対策強化月間） 

庁舎内ロビーに『自殺予防コーナー』を設置 

関係機関（商工会議所、商工会、公共職業安定所）へ啓発

物を配付 

一般住民 

商工会議所、商工会、

公共職業安定所 
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５ アルコール依存症対策事業 

    県内のアルコール依存症者は４万３千人（推計）、医療を受けている者は３千人（推計）とされ

ている。また、平成２６年６月にアルコール健康障害対策基本法が施行され、平成２９年６月に

「福岡県アルコール健康障がい対策推進計画」が策定された。 

アルコール依存症対策事業として、アルコール関連問題等の普及啓発と断酒会等の自助グルー

プを中心に断酒継続のための支援を行っている。 

 

（１） 普及啓発事業 

 

（２）相談支援体制の強化事業 

実施日 場所 内  容 対象者 
参加

者数 

R1.10.31 八女総合庁舎 

【精神保健福祉研修会（アルコール依存症関連）】 

講演「アルコール依存症とは。アルコール関連問

題への対応の実際について」 

講師：太宰府病院精神保健福祉士 窪井かおり氏 

精神障がい

者の支援者 
３８ 

R1.11.10 

～11.16 
柳川総合庁舎 

・柳川総合庁舎の掲示板への貼り紙の設置 

「アルコール関連問題啓発週間 11 月 10 日～16

日」 

・柳川総合庁舎 1階ロビーで啓発資料の配布 

来庁者  

R1.11.14 柳川総合庁舎 
保健師による健康教育 

「お酒と健康について」 

看護専門学

校の学生、

教師 

４４ 

R2.2.19 
みやま市 

まいピア高田 
アルコール依存症の家族との懇談会 

山門断酒友

の会家族 
７ 

実施日 場所 内  容 対象者 
参加

者数 

R1.10.2 久留米総合庁舎 

【筑後地区アルコール・薬物等関連問題研究協議会】 

座長：久留米大学医療センター 惠紙 英昭氏 

講演：「かかりつけ医・産業医と精神科医の連携」 

講師：聖ルチア病院 院長 大治 太郎氏 

講演：「薬物再乱用対策推進事業について」 

講師：県庁薬務課麻薬係 尾崎 公英氏 

情報提供：「保健所における措置入院者の退院後

支援計画について」 

説明：北筑後保健福祉環境事務所精神保健係 

            花田 美代子氏 

筑後地区の

精神科病

院、保健所、

市町村、警

察署、支援

機関等の職

員 

５９ 

R1.6 月～ 

  R1.7 月 

（5 日間） 

 

【管内各断酒友の会例会への参加】 

山門（まいピア高田）、八女（おりなす八女） 

三潴（三又コミュニティセンター）、 

筑後（サンコア）、黒木（ふじの里） 

断酒友の 

会員 
９３ 
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６ 精神障がい者地域定着推進事業 

（１） 精神障がい者地域定着推進事業（処遇プラン普及事業） 

福岡県では、平成２５年度から精神障がい者の地域生活を見守る体制を構築するため、モデ

ル事業として３年間、精神障がい者への病状悪化時の対応方法を記載した「処遇プラン」を作

成した。 

今年度は、研修会や会議等において、医療機関や障がい福祉サービス事業者等の支援機関へ

「処遇プラン」の普及と利用促進を図った。 

 

（２） 精神障がい者地域定着推進事業（こころの健康手帳活用事業） 

平成２８年度に精神障がい者自身が主体的に地域生活を継続できるように、精神障がい者が

自ら目標や支援内容等を記載する「こころの健康手帳」を作成した。平成２８年度から３年間

はモデル事業として、地域連携パスの一つとして保健福祉環境事務所を中心に実施している。 

事例を通じ周知を図り、現在、１事例で活用中である。 

 

７ 精神障がい者訪問指導体制強化事業 

保健福祉環境事務所では、精神障がい者が継続して地域で生活できるよう訪問指導体制を強

化し、早期に適切な支援につなぐ事業を実施している。 

今年度も対象者や家族への了解が得られない等の理由で、実施には至らなかった。 

 

８ 自立支援医療費及び精神障害者保健福祉手帳の利用状況 

（１）自立支援医療費（精神通院） 

障害者総合支援法に基づき、精神障がい者が病院等で入院しないで行われる医療を受ける場

合に必要な費用の９割を公費負担する制度である。申請窓口は市町村で、福岡県精神保健福祉

センターで判定・交付事務を実施している。支給認定期間は約１年。 

 

自立支援医療（精神通院）人員                          平成 31 年 3 月末現在 

柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 合 計 

959  1,188  818  495  621  209 320 4,610 

 

 

 

 

 

 

 

R1.9.6 

R1.10.30 

まいピア高田 

ワークピア大川 

【中小企業への減酒支援】 

講話：「健康管理～あなたのお酒の飲み方・・・ 

        大丈夫」 

講師：当係保健師 

事業所安全

運転管理者 
２９５ 

R1.11.26 一般事業所 

【中小企業への減酒支援】 

保健師による健康教育 

「アルコールの健康障がいについて」 

従業者 ４０ 
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管内 自立支援医療（精神通院） 疾患別状況               平成 31 年 3 月末現在  

診
断
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テ
ゴ
リ
ー 
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合
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症
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型 

 

障
害
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び
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想
性
障
害 

気
分
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害 

神
経
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性
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害
、
ス
ト
レ
ス
関
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動
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人
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格
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精
神
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心
理
的
発
達
の
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害 

小
児
期
及
び
青
年
期
に
通
常
発
症 

す
る
行
動
及
び
情
緒
の
障
害 

て
ん
か
ん 

特
定
不
能
の
精
神
障
害 

計 

 196 87 1,463 1,877 308 8 12 51 125 81 400 2 4,610 

 

（２）精神障害者保健福祉手帳（障害者手帳） 

精神障害者保健福祉手帳は、一定の精神障がいの状態にあることを証する手段となることに

より、手帳を受けた者に対する各種の支援策を促進し、精神障がい者の社会復帰、社会参加の

促進を図ることを目的としている。手続きは自立支援医療費と同様。有効期間は、約２年。 

 

精神障害者保健福祉手帳所持者数                     平成 31 年 3月末現在 

 

 

 

柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 合 計 

１級 47 46 21 19 37 4 14 188 

２級 329 382 221 162 185 62 108 1,449 

３級 88 74 65 58 45 21 25 376 

計 464 502 307 239 267 87 147 2,013 
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保健衛生課 

 

保健衛生課は、食品衛生業務、獣疫業務、環境衛生関係営業業務、水道業務、結核・感染症予防

業務を行っている。 

 

 ＜食品衛生係＞ 

  食品衛生法、福岡県食品衛生法施行条例、福岡県食品取扱条例及び福岡県ふぐ取扱条例に基づ

き、飲食に起因する衛生上の危害の発生を未然に防止し、食品の安全性の確保を図るために、次

の事業を行っている。 

  また、食品衛生広域専門監視班設置運営要綱に基づき食品衛生広域専門監視班が設置されてお

り、南筑後保健福祉環境事務所と北筑後保健福祉環境事務所管内にある特定業種及び流通拠点等

（別表）の監視指導等を行っている。 

  なお、消費者に対して食品の安全等に関する正しい情報を伝えるために、講習会の開催や市町

広報誌等を積極的に活用し啓発活動を行っている。 

 

１ 営業許可 

食品衛生法に基づく３４業種及び福岡県食品取扱条例に基づく５業種の計３９業種につい

て、事前指導及び現地調査により施設基準適合の確認を行い、許可を付与している。 

 

２ 監視指導 

年間監視指導計画に基づき、食品営業関係施設や学校、病院等の集団給食施設の監視指導及

び食品等の収去検査を行っている。 

 

３ 自主衛生管理体制の強化と衛生教育 

営業者に対し、施設及び食品の取扱い等に関する衛生的な管理運営体制の構築と食品衛生知

識の普及を図るため、食品衛生協会の協力のもと食中毒予防講習会（６回）や食品衛生責任者

養成講習会（４回）を開催し、営業者の自主衛生管理体制の整備・強化に努めている。 

また、食品営業及び集団給食施設関係者並びに食生活改善推進会等の一般消費者を対象に衛

生講習会を実施している。 

 

（１）食品衛生監視指導状況             

 平成３０年度 令和元年度 

 監 視 員 数 
一般食品監視員 

４名 

広域専門監視班 

３班６名 

一般食品監視員 

４名 

広域専門監視班 

２班４名 

監視対象施設 ８，６５２ ２，５１０ ８，１２０ ２，５３３ 

計画監視件数 ３，６１３ １，３０１ ３，４８０ １，２９６ 

監視実施延件数 １，１７８ １，２１１ ２，１４７ １，０３２ 

 監視実績％ 

（監視延件数/計画監視件数） 

 

３２．６％ ９３．１％ ６１．７％ ７９．６％ 

 

（２）食中毒発生状況 

    令和元年の福岡県における食中毒の発生状況は、発生件数４７件、患者数３１８人であっ

た。当所管内では発生がなかった。 
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（３）営業施設数 

ア 食品衛生法に基づくもの             （令和２年３月３１日現在）  

業    種 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 特殊※ 合計 

飲 一   般 186 203 125 100 75 16 53 - 758 

食 仕出・弁当 43 85 24 22 34 9 16 - 233 

店 旅   館 15 28 10 3 6 0 0 - 62 

 そ の 他 313 378 238 214 128 46 57 167 1,541 

菓 子 製 造 業 61 169 53 25 63 22 27 44 464 

乳 処 理 業 1 1 0 0 0 0 0 - 2 

特別牛乳さく取処理業 0 0 0 0 0 0 0 - 0 

乳 製 品 製 造 業 2 1 0 0 0 0 0 - 3 

集 乳 業 0 0 0 0 0 0 0 - 0 

魚 介 類 販 売 業 83 62 54 48 37 13 14 12 323 

魚介類競り売り業 1 0 0 0 0 0 0 - 1 

魚肉練り製品製造業 3 3 1 1 2 0 0 2 12 

食品の冷凍冷蔵業 19 11 8 1 11 0 2 - 52 

缶詰びん詰食品製造業 1 30 3 1 6 0 0 - 41 

喫 茶 店 62 56 67 37 26 9 28 48 333 

あ ん 類 製 造 業 2 1 0 0 2 0 0 - 5 

アイスクリ－ム類製造業  2 1 1 1 0 0 0 1 6 

乳 類 販 売 業 116 123 95 71 57 21 31 5 519 

食 肉 処 理 業 2 6 1 0 2 0 1 - 12 

食 肉 販 売 業 81 87 68 49 39 12 18 7 361 

食 肉 製 品 製 造 業 0 1 0 0 0 0 1 - 2 

乳酸菌飲料製造業 0 0 0 0 0 0 0 - 0 

食 用 油 脂 製 造 業 2 3 0 0 0 0 1 - 6 

マーガリン製造業 0 0 0 0 1 0 0 - 1 

み そ 製 造 業 7 12 6 3 3 2 0 - 33 

醤 油 製 造 業 5 2 4 3 1 0 0 - 15 

ソ － ス 類 製 造 業 0 0 0 1 3 0 1 - 5 

酒 類 製 造 業 1 7 1 2 5 0 0 - 16 

豆 腐 製 造 業 2 10 1 2 4 0 2 - 21 

納 豆 製 造 業 0 2 0 0 0 0 0 - 2 

め ん 類 製 造 業 1 4 4 1 0 1 3 - 14 

そ う ざ い 製 造 業 38 97 23 7 52 9 18 - 244 

添 加 物 製 造 業 3 0 1 0 0 0 0 - 4 

食品の放射線照射業 0 0 0 0 0 0 0 - 0 

清涼飲料水製造業 1 10 5 0 1 0 2 - 19 

氷 雪 製 造 業 2 0 0 0 0 0 0 - 2 

氷 雪 販 売 業 2 1 1 1 2 0 0 - 7 

計 1,057 1,394 794 593 560 160 275 286 5,119 

  ※特殊形態営業：移動営業、仮設営業（営業区域：北九州市、福岡市、大牟田市、久留米市を除く県内全域） 
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イ 福岡県食品取扱条例に基づくもの            （令和２年３月３１日現在） 

業    種 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 その他 合 計 

ところてん製造業 ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ - ４ 

お き う と 製 造 業 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ - ０ 

食 品 販 売 業 １４２ １６９ ９３ ７１ ７３ ２５ ３５ １８ ６２６ 

食 品 販 売 業 行 商 - - - - - - - ４ ４ 

魚 介 類 行 商 - - - - - - - ７ ７ 

計 １４２ １７２ ９３ ７１ ７４ ２５ ３５ ２９ ６４１ 

※その他は一定の場所にとどまらない営業形態の数を計上。食品販売業は移動・仮設営業の数。 

（４）食品衛生広域専門監視班監視対象施設数     （令和２年３月３１日現在）  

業 種 ・ 種 類 北筑後管内 南筑後管内 合 計 

特      

定     

業      

種 

乳 処 理 業 １ ２ ３ 

特 別 牛 乳 搾 取 処 理 業 ０ ０ ０ 

乳 製 品 製 造 業 ４ ３ ７ 

魚 肉 練 り 製 品 製 造 業 ６ １３ １９ 

缶 詰 ・ 瓶 詰 食 品 製 造 業 ５ ４１ ４６ 

あ ん 類 製 造 業 １ ５ ６ 

ア イ ス ク リ ー ム 類 製 造 業 ９ ５ １４ 

食 肉 製 品 製 造 業 ６ ２ ８ 

乳 酸 菌 飲 料 製 造 業 １ ０ １ 

食 用 油 脂 製 造 業 ４ ６ １０ 

ﾏｰｶﾞﾘﾝ又 は ｼｮｰﾄﾆﾝｸﾞ製 造 業 ０ １ １ 

添 加 物 製 造 業 ２ ４ ６ 

食 品 の 放 射 線 照 射 業 ０ ０ ０ 

清 涼 飲 料 水 製 造 業 １９ １９ ３８ 

飲食店営業（大量調理施設） ６ １４ ２０ 

菓子（パンを含む）製造業（卸） ２１ ３６ ５７ 

食 品 の 冷 凍 又 は 冷 蔵 業 ２６ ５２ ７８ 

食 肉 処 理 業 １７ １２ ２９ 

み そ 製 造 業 ２４ ３３ ５７ 

醤 油 製 造 業 １４ １５ ２９ 

ソ ー ス 類 製 造 業 ３ ５ ８ 

酒 類 製 造 業 １４ １６ ３０ 

豆 腐 製 造 業 １５ ２１ ３６ 

納 豆 製 造 業 ３ ２ ５ 

め ん 類 製 造 業 ２７ １３ ４０ 

そうざい製造業（大量調理施設等）  １２ ４６ ５８ 

氷 雪 製 造 業 １ ２ ３ 

流通

拠点 
・ 
特定

業種 

水産物市場（魚介類せり売り業） ０ １ １ 

集 積 セ ン タ ー ２ ２ ４ 

青 果 市 場 （ 総 合 市 場 含 む ） ４ ５ ９ 

大 規 模 小 売 店 舗 ７ １２ １９ 

食 品 製 造 業 ９０４ ７７１ １，６７５ 

添加物の製造業（法定による規格がないもの） ０ ０ ０ 

        合  計 １，１５８ １，１５９ ２，３１７ 
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（５）新規・更新許可件数                       （令和元年度） 

区  分 
食品衛生関係 福岡県条例関係 

合  計 
新 規 更 新 臨時 新 規 更 新 臨時 

件  数 ３５１ ４２２ ６１８ ３９ ３０ ６ １，４６６ 

 

（６）食品苦情                             （令和元年度） 
区  分 有症苦情 異物混入 異臭･腐敗･カビ その他 合  計 
件  数 ６ ８ １ ７ ２２ 

 
（７）食品等収去検査（検体数）                   （令和元年度） 

食 品 種 類 南 筑 後 専門監視班 合  計 不 適 数 
そうざい １０７ ５６ １６３ ３ 
弁当類 １３ １３ ２６ ４ 
魚介類及びその加工品 ４３ ３８ ８１ ６ 
肉、卵類及びその加工品 ２１ ２１ ４２ ０ 
乳及び乳製品等 ０ １１ １１ ０ 
乳類加工品 ０ ２ ２ ０ 
アイスクリーム類、氷菓 ３ １７ ２０ １ 
めん類 ０ １６ １６ ０ 
野菜類及びその加工品 ３２ ９５ １２７ ０ 
菓子類 ２３ １４ ３７ ０ 
清涼飲料水 ０ ２１ ２１ ０ 
酒精飲料 ０ ０ ０ ０ 
氷雪 ０ ０ ０ ０ 
水 ０ ０ ０ ０ 
容器包装詰め加圧加熱殺菌食品 ０ ０ ０ ０ 
かん、びん詰め食品 ０ ０ ０ ０ 
冷凍食品 ０ ２５ ２５ ０ 
その他の食品 ０ ０ ０ ０ 
洗浄剤 ０ ０ ０ ０ 
その他 ０ ０ ０ ０ 

合   計 ２３９ ３２９ ５６８ １４ 
不適数： 成分規格不適合及び福岡県食品衛生成分規格指導基準不適合の合計 

 

（８）講習会・衛生教育実施状況              （令和元年度） 
区  分 食品衛生責任 

者養成講習会 
食中毒予防 
講 習 会 

衛生教育 合  計 

実施回数 ４ ６ ２１ ３１ 
参加人員 １８１ １，０２２ ８０９ ２，０１２ 
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＜生活衛生係＞ 

１ 動物愛護管理業務 
 

「狂犬病予防法」に基づく狂犬病予防集団注射の実施や野犬の捕獲等を行うほかに、「動物の愛 

護及び管理に関する法律」に基づき、動物取扱業の監視指導や飼えなくなった犬や猫の引取り及

び負傷動物の収容業務等を行っている。 

また、福岡県動物愛護推進協議会南筑後支部を発足させ、犬や猫の適正な飼い方や動物愛護に

関する啓発指導等の動物愛護事業の充実を図っている。その事業の一環として、犬の飼い主を対

象にした犬のしつけ方教室、小学生を対象にした動物愛護教室などの啓発活動を行っている。 

 
 

（１） 畜犬登録及び狂犬病予防注射関係            

（令和２年３月３１日現在） 

市 町 年度 登録頭数 

狂犬病予防注射 

集 団 個 人 保健所 済票交付 

柳 川 市 
３０ ２，７８２ ７４０ ８４５ ０ １，５８５ 

元 ２，８３０ ６７６ ８５７ ０ １，５３３ 

八 女 市 
３０ ３，０８８ １，３７７ ５４２ ０ １，９１９ 

元 ３，０２９ １，３５１ ５１９ ０ １，８７０ 

筑 後 市 
３０ ２，１７７ ７８９ ４５４ ０ １，２４３ 

元 ２，０６０ ７３５ ５００ ０ １，２３５ 

大 川 市 
３０ １，０８４ ３２７ ２５６ ０ ５８３ 

元 １，０５８ ３０３ ２５１ ０ ５５４ 

みやま市 
３０ １，６７０ ６９２ ２５７ ０ ９４９ 

元 １，６４８ ６３６ ２４０ ０ ８７６ 

大 木 町 
３０ ５８９ ２１３ １４７ ０ ３６０ 

元 ５７３ １９５ １８８ ０ ３８３ 

広 川 町 
３０ ９１４ ４７６ １７１ ０ ６４７ 

元 ８８２ ４６５ １７１ ０ ６３６ 

合 計 
３０ １２，３０４ ４，６１４ ２，６７２ ０ ７，２８６ 

元 １２，０８０ ４，３６１ ２，７２６ ０ ７，０８７ 

    
 

（２） 令和元年度苦情内容 

      （令和２年３月３１日現在） 

項目 
捕獲 

依頼 

行方 

不明 

迷い 

込み 

負傷

動物 

放し 

飼い 

咬

傷 

農作

物被

害 

家畜

被害 

悪臭

鳴声 
その他 合計 

件数  ５５ ２３１  ７３ ３１ １２ ７ １ ０ ２４ ２８７ ７２１ 
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（３） 狂犬病予防法に基づく犬の捕獲頭数及び返還頭数  

（令和２年３月３１日現在） 

年度 捕獲頭数 返還頭数 咬傷事故数 

３０ ６５ ２５ ７ 

元 ５１ １２ ７ 

 

（４） 動物愛護管理法に基づく犬・猫の引取り頭数及び返還頭数 

       （令和２年３月３１日現在） 

年度 飼い犬 飼い猫 保護犬 保護猫 負傷動物 

３０ ２６ ５９ ６２（32） ８８(3) ４８(2) 

元 １３ ５３ ５７(32) ５４(4) ３６(5) 

                          ※（ ）内は返還頭数 
 

（５）動物愛護教室実施状況   
 

実  施  日 市 町 名 実  施  校 対象学年 

R1.10.8 みやま市 二川小学校 1 年 

R1.10.17 大川市 大川小学校 2 年 

R1.10.21 みやま市 開小学校 １、2 年生 

R1.10.29 八女市 黒木西小学校 １、2 年生 

R1.11.5 八女市 矢部小学校 １、2 年生 

R1.11.13 八女市 筑南小学校 １、2 年生 

R1.11.22 八女市 八幡小学校 １、2 年生 

R1.11.29 大川市 三又小学校 １、2 年生 

R1.12.2 大川市 川口小学校 1 年生 

R1.12.17 八女市 上妻小学校 2 年生 

 

  （６）動物取扱業登録数 

        （令和２年３月３１日現在） 

  販 売 保 管 貸出し 訓 練 展 示 その他 施設実数 

合  計 ８９ ４７ ０ ６ ０ ２ １１６ 

 

 

２ 環境衛生関係業務（水道） 
 
水道法に基づく届出の受理及び監視・指導や飲用井戸の衛生確保に関する指導啓発を行ってい

る。 

なお、市域の専用水道、簡易専用水道、飲用井戸は、平成２５年４月から各市に権限委譲され

た。                 
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（令和２年３月３１日現在） 

 専 用 水 道 簡易専用水道 

大 木 町 ０ ８ 

広 川 町 ２ ９ 

合   計 ２ １７ 

 

３ 生活衛生関係業務(営業等) 
 

旅館・公衆浴場・理容所・美容所・クリーニング業等の営業に係る施設、火葬場、

特定建築物、ビル管理登録及び遊泳用プ－ルの許可及び届出の受理並びに監視・指導

業務を行っている。 

 
環境衛生関係施設数                          （令和２年３月３１日現在） 

 
柳
川
市 

八
女
市 

筑
後
市 

大
川
市 

み
や
ま
市 

大
木
町 

広
川
町 

合
計 

興行場 ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ３ 

旅  

館 

旅 館 ・ ホ テ ル １５ ２３ １１ ５  ７ ０ ０ ６１ 

簡 易 宿 所 ６ ２２ ０ １ ２ ２ １ ３４ 

公衆

浴場 

普 通 浴 場 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

その他の浴場 ７ １７ ５ ４ ３ ２ ２ ４０ 

理 容 所 ７１ ８２ ４３ ４７ ３３ １５ １４ ３０５ 

美 容 所 １１９ １４７ ９４ ６６ ６５ ２４ ３４ ５４９ 

クリ－ニング所（洗濯） ８ １０ ７ ３ １１ ２ ４ ４５ 

クリ－ニング所（取次） ２４ ２０ １６ １３ １２ ５ １２ １０２ 

火 葬 場 ０ ５ ０ １ １ １ ０ ８ 

特 定 建 築 物 １１ １３ １１ ６ ５ ２ ０ ４８ 

ビ ル 管 理 登 録 業 １ ２ ３ ５ ２ ０ ０ １３ 

遊 泳 用 プ － ル ３ ４ ２ １ ３ １ ０ １４ 

死 亡 獣 畜 取 扱 場 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

化 製 場 ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ２ 
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＜感染症係＞ 

１ 結核対策 ＜結核の発生予防及びまん延防止＞ 

  結核は、全国で平成３０年においては、新登録患者が約１．５万人の患者が発生しており、我が

国の主要な感染症のひとつである。また、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する

法律」の二類感染症に位置付けられており、まん延防止のため人権に配慮した就業制限や応急入院

勧告などの対応を行っている。 

平成３０年は、管内で３７人の新登録結核患者が発生し、罹患率（人口１０万対）は、１３．２で、

「福岡県感染症予防計画（第４版）」の目標値（平成３３年までに罹患率を１０以下）を上回ってい

る。新規患者のなかで、６５歳以上の割合は７５．７％であり、高齢者対策が必要である。 

（１）年次別結核患者登録者数                    

区分 年 
人口 

(各年 10月 1日） 

結核登録者 新登録患者 

登録者数 登録率 
新登録結核 

患者数 

全結核罹患

率 

全国 

28 126,933,772 42,299 33.3 17,625 13.9 

29 126,706,210 39,670 31.3 16,789 13.3 

30 126,443,180 37,134 29.4 15,590 12.3 

福岡県 

28 5,106,707 1,804 35.3 720 14.1 

29 5,110,338 1,668 32.6 732 14.3 

30 5,111,494 1,506 29.4 594 11.6 

管内 

28 285,262 122 42.8 35 12.3 

29 283,063 79 27.9 27 9.5 

30 280,264 92 32,8 37 13.2 

柳川市 

28 66,972 31 46.3 12 

 

29 66,343 20 31.7 5 

30 65,530 25 38.2 10 

八女市 

28 63,680 42 66.0 11 

29 62,986 26 41.3 8 

30 62,012 25 40.3 11 

筑後市 

28 48,405 20 41.3 5 

29 48,594 10 20.6 0 

30 48,557 13 26.8 4 

大川市 

28 34,371 13 37.8 3 

29 33,934 7 20.6 5 

30 33,521 11 32.8 5 

みやま

市 

28 37,606 12 31.9 2 

29 37,060 12 32.4 7 

30 36,716 10 27.2 2 

大木町 

 

28 14,098 3 21.3 1 

29 14,070 3 21.3 2 

30 14,002 4 28.6 2 

広川町 

28 20,130 1 5.0 1 

29 20,076 1 5.0 0 

30 19,926 4 20.1 3 
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     ※新登録結核患者：新たに結核と診断され、医師から保健所に届出があった者のうち潜在性結核感染症を除いた患者数 

※登録率＝登録者数（潜在性結核感染症を除く）／人口×１０万人 

※罹患率＝新登録結核患者数（潜在性結核感染症を除く）／人口×１０万人 

※資料出典：福岡県の結核（福岡県保健医療介護部作成） 結核の統計(公益財団法人結核予防会) 

 

（２）定期の健康診断 

  結核患者の早期発見のため感染症法に基づき、施設等で定期の健康診断が義務付けられており、

結果は保健所に報告されている。 

定期の健康診断実施者及び対象者数                 （令和元年度） 

実施主体 対象施設数 対象者数 受診者数 受診率 

事業所長 304 14,265 13,748 96.3 

学校長 24 3,969 3,957 99.7 

施設長 58 2,763 2,735 98.9 

市町村長 7 87,142 9,664 11,1 

  ※市町村長が行う定期の健康診断の対象者は、６５歳以上の者としている。 

（３）結核患者の接触者の健康診断 

保健所は結核患者発生後、患者や接触者等に積極的疫学調査を実施している。調査の結果、

「結核に感染している疑いのある者」と判断した者に対して、健康診断を実施し、患者や感染

者の早期発見、早期治療につなげ、結核のまん延防止を図っている。  （令和元年度） 

対 象 

種 別 

対象者 

延べ人数 

受診者数、受診率 発見者数 

保健所 医療機関 その他 受診者計 受診率 
結核 

患者 

潜在性 

結核患者 

家族 87 87 0 0 87 100％ 0 7 

接触者 210 184 0 26 210 100％ 1 4 

計 297 271 0 26 297 100％ 1 11 

 
（４）結核患者に対する精密検査（管理検診） 

    結核の治療を終了した結核患者を対象に、治療終了後２～３年間、管理検診等で病状を把 
握し、結核再発の早期発見に努めている。                              （令和元年度） 

対 象 

種 別 

対象者 

延べ人数 

受診者数、受診率 検診結果 

保健所 
医療 

機関 
その他 受診者計 受診率 

要医療 

者数 

要医療

者割合 

管理 139 10 0 127 137  98.6％ 1 0.7％ 
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（５）結核患者へのまん延防止策及び適正な医療の普及 

   結核患者のうち、「他の人に感染させるおそれがある患者」については、結核病床を有する第 

二種感染症指定医療機関に入院勧告等を行うと共に、就業制限を通知し、周囲へのまん延防止 

を図っている。また、「結核医療公費負担制度」により、適正な医療の普及や医療負担の軽減を

図っている。これらの行政行為及び医療費公費負担について審議を行う「感染症の診査に関

する協議会（結核専門部会）」を設置し、医療・法律等の専門的立場で審議し、患者の人権の

尊重及び適正医療の普及を図っている。 

 

感染症の診査に関する協議会結核専門部会※            （令和元年度）  

種   別 
法１８条 

（就業制限） 

法２０条 

（入院勧告） 

法３７条の２ 

（結核患者の医療） 

諮問件数 １２ ４４   ６５ 

結

果 

承 認 １２ ４４   ６５ 

不承認  ０  ０   ０ 

保 留  ０  ０   ０ 

※毎月２回開催 

（６）結核患者訪問事業 

    結核患者の発生届を受け、すみやかに訪問指導を行い、医療機関等と連携し、治療完遂に向

けた入院及び地域ＤＯＴＳ（直接服薬確認療法）支援に取り組んでいる。 

 訪問指導件数         （令和元年度） 

区 分 実人数 延人数 

患者・家族等訪問件数     １１９ ４１３ 

 

 

 

（７）ＤＯＴＳ推進事業 

   地域ＤＯＴＳの実施方法及び患者支援の評価・見直しを行い、地域ＤＯＴＳ体制の強化を図

るため、コホート検討会を実施した。 

日時 場所 内容 対象者 
参加 

者数 

R1 

7.26 

独立行政法人 

国立病院機構 

大牟田病院 

【内容】 

① DOTS 実施状況 

② 今後の DOTS カンファレンスについて 

大牟田病院  

医師、看護師 
7  

R2 

3.4  

福岡県南筑後

保健福祉環境

事務所 

(本庁舎) 

【内容】 

① 平成 31 年管内の結核の発生状況について 

② DOTS 実施状況、治療成績について 

③ 今後の当所の結核対策について 

④ 今後の結核対策のポイントについて 

（国立病院機構 大牟田病院  

若松 謙太郎 医師） 

当所結核専門

部会委員、 

管内医療の医

師及び感染管

理担当、 

市町職員 

16 
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（８）結核予防啓発事業 

   結核の現状及び結核患者の早期発見と発生時の適切な対応への理解を深め、結核患者が地域で治

療完遂するための支援(DOTS)ができるような体制づくりと管内における結核のまん延防止を図る

ために、研修会を実施した。 

 

日時 場所 内容及び講師 対象者 
参加 

者数 

R2 

2.19 

八女筑後 

医師会館 

【内容】 

結核の早期発見～結核を見落とさないために～ 

【講師】 

国立病院機構大牟田病院 若松 謙太郎 医師 

 

【当所からの情報提供】 

管内における結核の現状について 

医療機関

職員、市

町職員等 

82 

 

２ 感染症対策 

（１）感染症予防対策 

感染症法に基づき、医師からの発生届を受理し、感染症の発生予防及びまん延防止、患者への適

切な医療の提供、患者や接触者への疫学調査や健康診断等を行っている。 
令和元年度の管内の感染症の発生届出（結核を除く）は、百日咳が１６件と最多だった。 
令和２年２月１日に感染症法の指定感染症に指定された「新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）」については、令和２年２月７日より事務所内に「帰国者・接触者相談センター」を開設し、地

域における感染症対策の第一線の機関として対応にあたった。 
また、感染性胃腸炎、インフルエンザ等の集団発生が１１件発生し、状況に応じて現地に出向い

て感染拡大防止、疫学調査、健康観察等の報告を受ける等、指導・助言を行った。 
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感染症発生状況                      （令和元年度） 

 

 

＊1：潜在性結核菌感染症を含む。    ＊2：転症除外患者・転入患者を除く。 

 

（２）インフルエンザ対策 

   ア インフルエンザ発生による学校・学年・学級閉鎖状況 

（令和元年９月１日～令和２年３月３１日時点） 
 

 

 

（注）同施設で学級閉鎖が２クラスあった場合は、学級閉鎖が１校と計上している。 

（注）同施設で学級閉鎖と学年閉鎖が同時にあった場合は、学年閉鎖が１校と計上し、学級閉鎖の校数としては

計上していない。 

 

イ 新型インフルエンザ等対策 

福岡県新型インフルエンザ等対策行動計画（平成２５年９月策定）に基づき、国・市町・関

係機関と連携協力し、発生段階に応じた総合的な対策を推進することとしている。 

新型インフルエンザ等まん延防止のために行う「住民接種」について、当所は平成２７年 
１０月から管内市町を対象とした担当者会議や市町のワーキング会議への支援を行い、住民接

種体制構築について取り組みを開始。平成２９年度に管内３地区において市町が各関係郡市医

師会に説明を行い、連携協定を締結し、平成３０年度から、具体的な協議を進めている。 

 また、すべての医療機関が患者対応することとなる地域感染期（まん延期）の医療体制の強

化のため、令和元年８月に病院と有床診療所を対象に、医師会と共同で研修会を開催した。 

さらに、管内各医師会及び市町等で構成する「地域新型インフルエンザ等対策連絡会議」を

令和元年１２月に開催し、地域での情報共有、必要な対策の準備について関係者で協議を進め

類 型 疾   病   名 件 数 

二 類 結核＊1 ４５＊2 

三 類 腸管出血性大腸菌感染症      ６ 

四 類 
日本紅斑熱      １ 

レジオネラ症      ３ 

 ウイルス性肝炎（EBV）      １ 

五 類 

カルバペネム耐性腸内細菌感染症      ２ 

クロイツフェルト・ヤコブ病      １ 

後天性免疫不全症候群      ２ 

 侵襲性肺炎球菌感染症      ８ 

 梅毒      ７ 

 破傷風      １ 

  百日咳     １６ 

  水痘（入院例）      ６ 

指定感染症 新型コロナウイルス感染症      １ 

計 １００ 

閉鎖状況 幼稚園 小学校 中学校 高校 専門学校 

学 校 閉 鎖 ０   ０   ０ １ ０ 

学 年 閉 鎖 ０ １０   １ ０ ０ 

学 級 閉 鎖 １  ８  ２ １ ０ 

計 １ １８  ３ ２ ０ 



Ⅲ 業務の概要 保健衛生課 
 

56 
 

ている。また、発生時に関係機関と迅速かつ的確に必要な情報を共有することを目的として、

内閣官房が実施する都道府県への連絡訓練と連携し、管内関係機関に対する情報伝達訓練を

１１月に実施した。あわせて、所内でも本部会議開催や職員周知等の机上訓練を実施し、職員

向けの研修会も開催した。 

他に、まん延期における新型インフルエンザ疑い患者に対する受入訓練については、帰国者・

接触者外来設置医療機関５か所、その他の病院で１か所の合計７か所で実施し、管内の医療体

制整備に努めている。 

 

（３）感染症予防啓発・健康教育                      (令和元年度) 

実 施 日 場 所 内   容 対    象 参加者数 

R1.6.10 
みやま市あた

ご苑 
感染症予防対策 介護士 ２６ 

R1.6.11 

R1.6.12 

筑後市消防 

本部 
感染症の予防と対策 上級救命士講習受講者 

３０ 

３０ 

R1.6.13 長田病院 空気感染・風疹対策 長田病院職員 ４３ 

R1.9.11 当所(本庁舎) 給食施設における感染対策 調理師 ６３ 

R1.10.4 看護学校 感染症予防対策 看護学生 ３４ 

R1.10.24 当所(本庁舎) 学童保育における感染症対策 管内学童支援員 ５４ 

R1.11.14 当所（本庁舎） 感染症予防対策 看護学生 ４３ 

R1.11.26 みやま市 感染症予防対策 介護士 ２５ 

R2.1.14 

柳川市三橋総

合福祉センタ

ー 

インフルエンザ対策 介護サービス事業所の管理者等 ６２ 

R2.2.20 看護学校 感染症予防対策 看護学生 ２８ 

  

 

（４）特定感染症対策（性感染症対策） 

平成３０年全国の新規ＨＩＶ感染者は９４０名、新規ＡＩＤＳ患者は３７７名、合計１，３

１７名の報告があり、ここ数年、横ばいから減少傾向となっている。 

福岡県では、新規ＨＩＶ感染者は４４名、新規ＡＩＤＳ患者は２９名、合計７３名で、昨年

度より感染者は５名増加、患者は４名減少している。 

感染経路別では、同性間性的接触によるものが最も多く、年齢別では２０歳代が多い。 

ＨＩＶ感染については、検査を受けて、早期に治療を始めることでＡＩＤＳの発症を防ぐこ

とができるが、診断時には既にＡＩＤＳを発症している割合が約３割である。 

   このため、当事務所では、性感染症の検査相談を柳川本庁舎、八女分庁舎で開設しているほ

か、ＨＩＶ検査普及週間及び世界エイズデーに合せて予防普及啓発とともに休日検査を行い、

相談・検査体制の充実を図っている。 

また、平成２５年度から検査精度を高めるため、性器クラミジア感染症の検査方法を抗原検

査法に変更するとともに、淋菌感染症の検査を新たに導入し、平成３０年度は休日相談・検査

でも実施した。 
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さらに、平成２９年１２月から柳川本庁舎にてＨＩＶ・梅毒検査の即日検査を導入している。 

  導入後、検査件数は倍増している。 

 

ア 定例検査相談事業 

日時：本庁舎(毎週火曜日１０：００～１１:００) 

分庁舎(毎週月曜日１４：００～１５:００) ※予約制 

相談・検査件数  

 平成３０年度 令和元年度 

 相談件数（面接、電話）   ２６   １０ 

検査件数 

HIV １６２ １１６ 

梅毒 １６２ １１１ 

性器クラミジア感染症 １２９   ９１ 

淋菌感染症 １２９   ９１ 

    ※厚生労働省への報告に準じて計上（相談件数には検査件数を含まず） 

 

イ 休日検査相談事業                           （令和元年度） 

 実施日時 検査場所 検査項目 検査件数 

ＨＩＶ検査 

普及週間 

R１.6.9（日） 

14 時～16 時 

福岡県 

柳川総合庁舎 

HIV 迅速検査・梅毒検査※１ 

クラミジア・淋菌検査※２ 

７   

*1(7)   *2(1) 

世界 

エイズデー 

R1.11.25（月） 

13 時～15 時 

福岡県 

八女総合庁舎 

3    

*1(3)   *2(3) 

R1.12.8（日） 

14 時～16 時 

福岡県 

柳川総合庁舎 

17      

*1(17)  *2(7) 

  ※１ HIV 迅速検査・梅毒検査：採血後、約 1時間程度で結果がわかる検査 

※２ クラミジア・淋菌検査：尿検査にて、１週間後に結果判明。 

結果確認のため、1週間以降に来所できる希望者に実施 

 

ウ 普及啓発事業 

ホームページ、広報にて周知を図るとともに、学校、公共施設、駅、コンビニエンススト

ア等にポスターの掲示し、チラシ、パンフレット等の配布も行っている。 

 

（５）肝炎相談・検査事業 

感染の早期発見に努めることにより、慢性肝炎、肝硬変、肝がんなどの発生を予防すること

を目的として、平成１３年６月から有料で開始した。       

平成１８年９月からは、無料検査となり、平成１９年１１月からは、Ｃ型肝炎検査に加えＢ

型肝炎検査も実施している。 

定例検査相談（予約制） 
日時：本庁舎（毎週火曜日１０：００～１１：００） 

  分庁舎（毎週月曜日１４：００～１５：００）※予約制 
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     Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎相談・検査件数 

年 度  平成３０年度 令和元年度 

相談件数（面接、電話） １４ ２ 

Ｃ型肝炎検査 ４３ １３ 

Ｂ型肝炎検査 ４３ １２ 

      ※相談件数には検査件数を含まず 
 
 
（６）予防接種 

  ア 定期予防接種 

    定期予防接種の適切な実施について、予防接種法に基づき、管内市町等への情報提供、相談

等を行い、予防接種の適正な実施の推進に努めている。 
    令和元年度定期予防接種間違い報告件数           

ワクチン 
有効期限切れ 

接種間隔 
誤り 

重複接種 
年齢対象外

への接種 

回数・接種

量・種類の誤

り 
合計 

０ ８ ３ １ １ １３ 

イ 感染症流行予測調査 

   厚生労働省からの依頼に基づき、予防接種事業の効果的な運用及び長期的視野に立った疾

病の流行を予測することを目的として、医師会等の協力を得て、集団免疫の現況把握及び病

原体の検索等の調査を行っている。 
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社会福祉課 

 

 社会福祉課は、介護保険事業者や障がい福祉サービス事業者の指定・変更届出等の業務、保育所

を含む児童福祉事業や高齢者福祉事業の認可・届出（変更含む。）等の業務を行っている。 

家庭児童相談室では、家庭児童相談員が、児童の養育、虐待などの相談を受けている。配偶者暴

力相談支援センターでは、婦人相談員が配偶者からの暴力を受けた方々の相談を受け、被害者に対

する保護、生活再建に向けての支援を行っている。 

また、ひとり親家庭の経済的自立の助成と生活意欲の助長を図り、扶養している児童の福祉を促

進するため、母子・父子・寡婦福祉資金の貸付を行っている。そのため、母子・父子自立支援員が、

その相談、償還指導、督促業務及び就労による自立支援業務などを行っている。 

 

＜児童家庭係＞  

１  児童福祉 

（１）保育所及び届出保育施設等（認可外保育施設）の状況 

児童の健全な育成を図るため、児童の福祉の普及啓発並びに地域指導に努めるとともに、保

育所については、施設の充実、保育内容の向上、入所児童の適正な保育が行われるよう助言・

指導に努めている。 

管内の保育所（幼保連携型認定こども園を含む）は１０８施設で、内訳は大牟田市２３、柳

川市２１、みやま市１４、八女市１８、筑後市１４、大川市９、広川町５、大木町４施設であ

る。 

また、届出保育施設等（認可外保育施設）については、３２施設（届出保育施設３１、届出

対象外施設１）である。                   （令和２年４月１日現在） 

 

（２）家庭児童相談室 

当所では、家庭児童相談室を設置し、２名の家庭児童相談員を配置し、児童問題に対応して 

いる。また、「福岡県家庭児童相談員相談業務」に基づき、家庭における児童の福祉の向上を

増進するため、次の相談支援業務を行っている。 

ア 家庭における児童養育上の適正化を図る養育技術に関する相談支援 

   児童の性格・生活習慣、知的能力・言語能力の発達及び心身障害に関すること 

イ 家庭における人間関係の健全化に関する相談支援 

   児童にかかる家庭内の人間関係に関すること 

ウ その他家庭に関することで相談を受け、適切な援助（助言） 

   保育所、幼稚園、学校等児童の集団生活における生活行動上の問題（怠学、長欠を含む）

及び非行等に関すること 

 

令和元年度の相談延件数は、家族関係２６７件（うち虐待１８０件）、児童をめぐる環境

状況及び家庭環境等の相談（統計上では環境福祉）１３件、性格・生活習慣１件、知能・言

語０件、学校生活１１５件、非行８件、心身障害４件、その他３件、合計４１１件である。 

 

２  婦人保護及び母子・父子・寡婦福祉 

婦人相談員兼母子・父子自立支援員を３名配置し、相談援助業務にあたっている。 

（１）婦人保護 

夫等からの暴力や夫等の飲酒・覚せい剤の問題、夫婦間のトラブル、性的暴力、若年者の

性の問題、更にはサラ金からの借金等に伴う経済破綻などの問題を抱える女性からの相談に

応じ、問題の解決及び生活の立て直しと自立に向けた支援を行っている。 

女性への暴力については「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に



Ⅲ 業務の概要 社会福祉課 
 

60 
 

基づき、女性相談所、警察署及び関係機関との緊密な連携のもとに、被害者の保護と生活の

立て直しに向けた支援を実施している。 

 

（２）配偶者からの暴力防止対策筑後地域連絡会議 

管内の市町村をはじめ関係機関等において、配偶者からの暴力の被害者に対する支援が円

滑に進むよう、地域における情報共有や連携強化を図っている。 

 

（３）母子・父子・寡婦福祉 

母子・父子・寡婦世帯に対し、経済的自立の援助とその児童の育成を図るため、母子・父

子・寡婦福祉資金の貸付及び生活相談等に応じ自立に必要な指導を行っている。 

なお、父子世帯については、母子及び父子並びに寡婦福祉法の施行に伴い、平成２６年 

１０月から母子・寡婦世帯と同様に貸付業務等を行っている。 

 

   相談件数                          （令和元年度）                                             

生活一般 

住         宅 １３  

医 療 ・健 康 

療  

３ 

 
 

家  庭  紛  争 ５３  

就         労 ２５ 

 
 

結         婚 ０  

養 育 費 

 
４  

借       金 ６  

 そ   の   他 １２  

小   計 １１６  

 

児 童 

 

 

養         育 ３０  

教         育 １１  

非         行 ０  

就         職 ０  

そ   の   他 ８  

小   計 ４９  

経済支援生活

援護 

母 子 福 祉 資 金 ２，４６５ （貸付８６ 償還２，３７９） 

父 子 福 祉 資 金 １６ （貸付１０ 償還６） 

寡 婦 福 祉 資 金 ２ （貸付２  償還０） 

公  的  年  金 ０  

児 童 扶 養 手 当 ２  

生  活  保  護 ５  

税 ０  

そ   の   他 １  

小   計 ２，４９１  

その他 

売  店  設  置 ０  

た ば こ 販 売 ０  

母子世帯向公営住宅 ０  

母子福祉施設の利用 ０  

母子生活支援施設 １１  

小   計 １１  

合    計 ２，６６７  
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母子父子寡婦福祉資金の新規貸付件数                 （令和元年度） 

 大
牟
田
市 

柳
川
市 

八
女
市 

筑
後
市 

大
川
市 

み
や
ま
市 

大
木
町 

広
川
町 

合
計 

事 業 開 始 資 金         ０ 
事 業 継 続 資 金         ０ 

住 宅 資 金         ０ 

就 職 支 度 金         ０ 

技 能 習 得 資 金  １  １     ２ 

生 活 資 金         ０ 

転 宅 資 金         ０ 

修 学 資 金   １      １ 

就 学 支 度 資 金 １        １ 

修 業 資 金         ０ 

医 療 介 護 資 金         ０ 

結 婚 資 金         ０ 

児 童 扶 養 資 金         ０ 

計 １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ４ 
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＜高齢・障がい福祉係＞ 

１  高齢者福祉 

（１）高齢者福祉施策の市町との調整、補助金事務 

高齢者福祉施策を実施する市町相互間の連絡調整、情報の提供その他必要な援助、助言及び

実情の把握を行っている。また、養護老人ホーム入所措置や高齢者サービス調整チームなどの

会議に参加している。 

 

養護・特別養護老人ホームの入所措置状況            （令和２年３月３１日現在）                                                                        

区 分 大牟田市 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 計 

養護  ５６  ６４  ５８  ４４  ７４  ７０   ６   ３ ３７５ 

特別養護   ２   ０   ０    ０    ０   ０   ０   １   ３ 

計 ５８ ６４ ５８ ４４ ７４ ７０  ６  ４ ３７８ 

 

（２）軽費老人ホーム事務費審査  

   管内に１２施設ある軽費老人ホーム、ケアハウスの事務費補助金の交付申請などの審査、進

達を行っている。 

   

（３）市町高齢者保健福祉計画策定支援 

老人福祉法第２０条の８及び介護保険法第１１７条の規定に基づく「市町高齢者保健福祉計

画」（介護保険事業計画）の策定を支援している。 

 

（４）老人の日関連事業 

毎年度老人の日（９月１５日）前後に、管内の新１００歳の長寿者宅を訪問し、内閣総理大

臣及び知事からの祝い状等の贈呈を行っている。 

 

（５）福岡県ねんりんスポーツ・文化祭 

福岡県では、高齢者の文化祭活動やスポーツ活動を通じた生きがいづくり、健康づくり及び

仲間づくりを支援するとともに、世代や地域を越えた交流の輪を広げることを目的に「福岡県

ねんりんスポーツ・文化祭」を毎年開催している。 

 

開 催 日 令和元年１１月３０日（土） 

開催場所 なかまハーモニーホール（中間市） 

 

（６）入所判定委員会等 

  管内関係各市の入所判定委員会に出席し、老人ホーム入所に係る支援・助言等を行っている。 

また、高齢者サービス調整チーム会議に出席し、保健・福祉・医療等の各種サービスに係る

総合的な調整及び推進を行っている。 

 

（７）高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク 

   高齢者等徘徊ＳＯＳネットワークは、更なる地域住民の安全安心に寄与するために管内市町

を含む筑後地区の９市３町の高齢者等徘徊ＳＯＳネットワークが広域連携している。 

関係各市で構築された高齢者等徘徊支援ＳＯＳネットワーク会議に積極的に参加、あるいは、

行方不明者についての情報提供、各種福祉情報の提供と支援活動を捜索活動の支援等に協力し

ている。 
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２ 介護保険 

  居宅サービス事業所等の指定、指導業務を行っている。 

 

（１）居宅サービス事業者の指定申請及び変更申請等 

                     （令和元年度） 

項    目 件 数 

 

居宅サービス事業者 

 

指 定 ２２ 

変 更 ５５９ 

廃 止 ２０ 

        

（２）介護老人保健施設、介護老人福祉施設の指定申請及び変更申請 

                     （令和元年度）                      

項     目 進達件数 

介護老人保健施設 

 指 定 ０ 

 変 更 ９０ 

 廃 止 ０ 

介護老人福祉施設 
 指 定 ０ 

 変 更 １００ 

 

（３）指定更新申請 

                     （令和元年度） 

項 目 進達件数 

居宅サービス事業所 １１１ 

介護老人保健施設 ２０ 

介護老人福祉施設 ２５ 

介護療養型医療施設  ３ 

         

 

３  障がい者福祉業務 

障がい者福祉業務については、管内市町において在宅及び施設における総合的な福祉サービス

が提供されており、当所においては、市町に対する広域調整、情報提供等を行っている。 

また、常時介護が必要な在宅の重度の障がい者や障がい児の方々の負担を軽減するため支給し

ている特別障害者手当等の認定・支給業務や腎臓疾患患者福祉給付金の支給等の事務を実施して

いる。 

なお、平成２５年度から、自立支援医療（育成医療）の申請受付・受給者証交付は市町で実施

することになった。 

 

（１）腎臓疾患患者福祉給付金の支給 

身体障害者手帳所持者で就労等のため、夜間（午後５時以降）に人工透析を１か月間に５回

以上受けている腎臓疾患患者に対して、通院に伴う交通費の一部を助成している。 

支給額  年２回支給  ２，０００円／月額×１８１月＝３６２，０００円   
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  腎臓疾患患者福祉給付金支給状況                    （令和元年度） 

 

（２）身体障がい者巡回相談 

障がい者更生相談所の主催により大牟田市、柳川市（大川市･大木町を含む）、八女市（広川

町を含む）、筑後市、みやま市のそれぞれの地域に会場を設営し、関係市や身体障がい者相談

員等の協力のもとに、補装具給付要否の判定、施設への入所指導及びその他の相談に応じてい

る。 

当所は関係機関として協力を行っている。 

 

（３）戦傷病者巡回相談 

    身体障がい者巡回相談と同時に、同会場にて戦傷病者特別援護法に基づいて、補装具交付請

求の受付を行っている。 

  

（４）福岡県身体・知的障がい者体育大会 

ア 身体障がい者体育大会  

身体障がい者がスポーツを通じて、残存機能の回復と体力の維持・増強を図り、自らの障

がいを克服して明朗・快活かつ積極的な性格を養うとともに、社会の身体障がい者に対する

認識と理解の高揚を図ることを目的とする。 

     

開催月日 令和元年５月２日（祝・木） 

     開催場所 博多の森陸上競技場、クローバープラザ 
   

イ ときめきスポーツ大会（知的障がい者） 

知的障がい児者がスポーツに参加することを通じて、体力の維持・増強を図り、明朗・快

活かつ積極的な性格を養うとともに、県民の知的障がい児者に対する理解と認識を深め知的

障がい児者の自立と社会参加の促進に寄与することを目的とする。 

   

開催月日 令和元年９月１５日（日）  

開催場所 北九州本城公園、芦屋町総合体育館、ユーズボウル北九州 

 

（５）特別障害者手当等の支給・認定業務 

  ア、イ、ウの各手当について、管内の郡部を所管している。 

ア 特別障害者手当（令和元年度:月額２７，２００円）（令和２年度：月額２７，３５０円） 

日常生活において、常時特別の介護を必要とする重度障がい者に支給している。 

           

   イ 障害児福祉手当（令和元年度:月額１４，７９０円）（令和２年度：月額１４，８８０円） 

    日常生活において、常時特別の介護を必要とする障がい者（２０歳未満）に支給している。 

 

ウ 経過的福祉手当（令和元年度:月額１４，７９０円）（令和２年度：月額１４，８８０円） 

従前の福祉手当のうち、特別障害者手当の認定基準に該当せず障害基礎年金も給付されな

い者に支給している。 

※支給月は、いずれも５月、８月、１１月、２月の計４回。  

 

 

市町名 大牟田市 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 計 

対象者数 ０ １ １０ ０ ０ ４ １ ０ １６ 



Ⅲ 業務の概要 社会福祉課 
 

65 
 

 

各種手当支給状況              （令和２年３月３１日現在） 

 

 

 

 

 

 

（６）指定障害福祉サービス事業者等の指定等 

    障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成２５年４月１日障害者

自立支援法から法律名変更）に基づく事業者等の指定等の事務を行っている。 

                                                                        

    事業者指定申請及び変更届等件数            （令和元年度） 

新規指定 更  新 変  更 廃  止 休  止 辞 退 

２３ ２１ ４５４ １６ ４ ０ 

 

（７）障害者自立支援給付事務等市町村指導 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第２条第２項及び地方自治

法第２４５条の４の規定に基づき、市町に対して自立支援給付事務等に関する指導を行ってい

る。 

 

（８）まごころ駐車場制度 

 平成２４年２月から、障がいのある方や高齢の方、妊産婦の方など、車の乗り降りや移動に配

慮の必要な方が、公共施設、店舗等の障がい者等用の駐車場などに車をとめ、安全かつ安心して

施設を利用できるように支援する制度をスタートした。 

  対象者の方には、柳川・八女庁舎などの保健福祉環境事務所等にて「ふくおか・まごころ駐車

場」の利用証を交付している。利用証のうち、○ア緑色は、障がい者・高齢者等用。○イ赤色は、車

いす運転者用。○ウオレンジ色は、妊産婦・けが人用となっている。 

なお、駐車場の管理者の方には、施設の駐車場を、利用証を持った方が駐車できる「ふくおか・

まごころ駐車場」として登録してもらうよう協力をお願いしている。 

   

まごころ駐車場利用証（市町別）交付状況                    （令和元年度） 

市町名 大牟田市 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町 その他 計 

交付数 １８２ ２１４ １６２ １０ １５  ８６  ２ ４５ １１ ７２７   

 

４ その他 

（１）社会福祉法人からの申請に係る証明 

社会福祉法人の申請に応じて、「登録免許税非課税措置のための不動産使用証明」、「社会福祉

事業の用に供する不動産使用証明」及び「退職共済加入のための証明」の証明事務を行ってい

る。 

 

（２）社会福祉法人現況報告     

管内の高齢・障害者福祉に係る社会福祉法人の現況報告書のとりまとめを行っている。 

市町名 特別障害者手当 障害児福祉手当 経過的福祉手当 

大木町 １２   ８ １ 

広川町 １１ １４ １ 

計 ２３ ２２ ２ 
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保護課 

 
１ 生活保護業務の実施 

生活保護法に基づき、管内の要保護者について最低限度の生活を保障するとともに、その自立

を助長するため必要な保護を実施している。 

生活保護は、生活に困窮するすべての国民に対して最低限度の生活を保障するとともに、自立

助長を図ることを目的とする制度であり、我が国における社会保障制度の根幹をなすものである。 

その実施にあたっては、要保護者の家庭を訪問し、生活実態の把握及び指導援助を行うことが

主な業務であり、必要に応じて関係機関の協力を得て調査を行い、適正な保護の実施に努めてい

る。 

生活保護には、次の８種類の扶助があり、国が定めた基準の範囲内で、且つ、生活に困窮する

者の必要に応じて単給又は併給で適用。適用に当たっては、資産、能力その他のあらゆるものを

生活のために活用することが要件とされている。 

 

［保護の種類及び範囲］ 

生活扶助：食事、衣類、電気、ガス、水道など日常の暮らしに必要な費用 

教育扶助：学級費、給食費、学用品、教材費などの教育に関する費用 

住宅扶助：家賃、地代及び住宅の補修に必要な費用 

医療扶助：病気やけがの治療に必要な医療費 

介護扶助：介護サービスを利用するために必要な費用 

出産扶助：出産に必要な費用 

生業扶助：就職するために必要な費用、技能や技術を身につけるために必要な費用 

葬祭扶助：検案、運搬、火葬その他葬祭に必要な費用 

 

  自立支援プログラム 

  ケースワーカーが行う助言・指導・援助以外に、様々なプログラムや事業を実施し被保護者

個々に応じた自立支援に取り組んでいる。 

（１）被保護者就労支援事業 

     就労可能な者に対し、職業カウンセラーが、個別に就労相談や斡旋等の就労支援を行っ 

ている。 

（２）長期入院患者社会復帰促進事業 

病状的に退院が可能であるにもかかわらず、家族の受入が困難等の理由により長期に入

院を余儀なくされている者について、コーディネイトアドバイザーが、関係機関と調整を

行い退院を支援する。 

（３）その他 

・多重債務者生活再建支援プログラム 

      多重債務を抱える被保護者に対し、弁護士・司法書士を紹介して債務整理を行わせる

ことにより、生活支援をしている。 

・特別生活指導等支援事業 

警察ＯＢを配置し、警察と連携し暴力団員の排除や粗暴ケース等に対して積極的かつ

強力に生活指導を行っている。 

 ・年金受給資格調査支援事業 

社会保険労務士を配置し、ケースワーカーと連携し年金受給資格の調査、年金相談及

び年金申請等の支援を行っている。 
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 ２ 管内の概況 

平成２１年１０月保健福祉環境事務所が再編され三潴郡大木町が編入となる。平成２２年２月

に八女郡４町村が八女市に編入合併となり、平成２２年２月から三潴郡大木町と八女郡広川町の

生活保護業務を管轄している。 

  管内の保護率は、昭和５６年の２．０２％をピ－クに減少していたが、平成１１年９月の０.

６０％を境に微増に転じ、その後、平成１７年の０．８４％以降は再び減少した。平成１９年度

０．８３％から微増に転じて平成２３年度に１．０４％となった後、平成２４年度から平成２７

年度まで微減していたが、近年は横這い傾向で令和元年３月末現在の保護率は０．９２％となっ

ている。 

  また、世帯類型別でみると、高齢者世帯、傷病障害者世帯等の要援護世帯の占める割合が高く、

保護費の総額に占める医療扶助費の割合も高くなっている。 

                      

 ３ 生活保護の状況 

 （１）町村別被保護世帯の推移               

年度 平成３０年度 令和元年度 

区分 

世 

帯 

数 

人 

 

員 

保 

護 

率 

開 

始 

件 

数 

廃 

止 

件 

数 

世 

帯 

数 

人 

 

員 

保 

護 

率 

開 

始 

件 

数 

廃 

止 

件 

数 

町村名  人 ％    人 ％   

大木町 54  91  0.65 8 3 58  98  0.70  7  5 

広川町 162 234 1.17 17 29 151 212 1.07 25 32 

合 計 216 325  0.95 25 32 209 310  0.91 32 37 

                                  （資料 被保護者調査） 

 

（２）世帯類型別被保護世帯数の推移         

 被
保
護
世
帯
数 

被
保
護
人
員
（
人
） 

保
護
率
（
‰
） 

世帯類型別被保護世帯数 

（ ）内は構成比（%）  

高齢者世帯 母
子
世
帯 

障
害
者
世
帯 

傷
病
者
世
帯 

そ
の
他
世
帯 

単 

身 

２
人
以
上 

平成３０年度 216 325 9.5 
76 

(35.2) 

9 

(4.2) 

21 

(9.7) 

31 

(14.4) 

34 

(15.7) 

45 

(20.8) 

令和元年度  209 310 9.1 
73 

(34.9) 

11 

(5.3) 

21 

(10.1) 

31 

(14.8) 

33 

(15.8) 

40 

(19.1) 

                                  （資料 被保護者調査） 
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（３）開始・廃止の理由別件数 

  ア 開始理由   

         開 始 理 由 平成３０年度 令和元年度 

 世帯主の傷病  ５  ８ 

 世帯員の傷病     

 働いていた者の死亡・離別・不在  １  ３ 

 失業  ２  ２ 

働きによる収入の減少・喪失  １  ３ 

 年金・仕送り等の減少・喪失  ５  ５ 

預貯金等の減少・喪失  ６  ５ 

 保護世帯からの分離     

 その他  ３  ４ 

 他管内からの転入  ２  ２ 

合   計 ２５ ３２ 

                              （資料 被保護者調査） 

 
 イ 廃止理由                                

        廃 止 理 由 平成３０年度 令和元年度 

 世帯主の傷病治癒   

世帯員の傷病治癒   

 死亡・失踪 １０ １０ 

 働きによる収入の増加・取得  ５  ４ 

 年金・仕送り等の増加・ 取得  １  ２ 

 働き手の転入   

 施設入所  １  １ 

 他法活用   

 保護世帯への編入   

 親類縁者の引取、家族との同居  ２  １ 

 その他  ７ １１ 

 他管内への転出  ６  ８ 

合   計 ３２ ３７ 

                              （資料 被保護者調査） 
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監査指導課 

 

１ 保育所及び保育所を経営する社会福祉法人の指導 

保育所（幼保連携型認定こども園を含む。）の運営が児童福祉法等の趣旨に沿うよう児童福 

祉施設最低基準検査等を年１回以上実施し、設備の充実、保育内容の向上、入所児の適正な保 

育について指導監査を実施している。 

併せて、社会福祉法人（保育所のみを運営する法人、保育所と併せてその他の第二種社会福 

祉事業のみを運営する法人）について指導監査を実施している。 

 

２ 届出保育施設等の指導 

届出保育施設等の運営が児童福祉法の趣旨に沿うよう届出保育施設等指導監督基準に基づき 

立入調査を実施している。 

 

３ 町村社会福祉協議会の指導 

  町村社会福祉協議会の適正な運営を図るため、社会福祉法第５６条第１項に基づき指導監査 

を実施している。 

 

４ 指定介護（予防）サービス事業者等の指導 

  指定介護（予防）サービス事業者、指定介護療養型医療施設及び介護老人保健施設等の運営 

が適正に行われているか、また、利用者本位のサービス提供が行われているか、介護保険法に 

基づき実地指導を実施している。 
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環境指導課 

 
 環境指導課は、環境関係法令に基づく環境調査及び規制行政を執行している。 
 
１ 環境保全業務 

 
（１）環境保全関係法令や条例に基づき特定施設等の届出に関する受付及び指導を行っている。 
（２）特定施設等の立入検査を実施し、適正な施設の設置及び維持管理を指導している。 
（３）管内主要河川の９か所を毎月採水し、環境調査を行っている。（公共用水域水質監視） 
（４）管内の大気、河川、地下水、土壌のダイオキシン類の環境調査を行っている。 

 
公害関係事業所数 （令和２年３月３１日現在）  特定事業場排水検査状況 

＊指導基準不適を含む。指導基準不適の内数は､ 

平成 30 年度＝3、令和元年度＝3 

 
 
河川調査の状況と環境基準（BOD）の適合状況           

水系 河川名 地点名等 類型 基準値 
平成２９年度 平成３０年度 

75%値 適否 75%値 適否 

矢
部
川
水
系 

星野川 星野川橋 － ☆ Ａ 2 1.2 ○ 2.2 × 

矢部川上流 上矢部川橋 － ☆ Ａ 2 1.5 ○ 1.6 ○ 

辺春川 中通橋 － ☆ Ａ 2 1.9 ○ 2.9 × 

白木川 山下橋 － ☆ Ａ 2 1.2 ○ 1.9 ○ 

矢部川中流 船小屋 － － Ａ 2 0.6 ○ 0.7 ○ 

沖端川上流 磯鳥堰 － ☆ Ａ 2 2.0 ○ 3.8 × 

沖端川下流 三明橋 － ☆ Ｃ 5 5.0 ○ 6.0 × 

塩塚川 晴天大橋 － ☆ Ｂ 3 2.9 ○ 4.4 × 

飯江川上流 古賀橋 － － Ａ 2 1.8 ○ 2.1 × 

飯江川下流 丁字橋 － － Ｃ 5 1.6 ○ 2.0 ○ 

矢部川下流 浦島橋 － － Ｂ 3 1.2 ○ 1.4 ○ 

楠田川 三開堰 － ☆ Ｂ 3 3.9 × 4.9 × 

筑
後
川
水
系 

山の井川 天竺橋 
*1 

－ 
Ｂ 3 3.0 ○ 3.3 × 

*2 Ｃ 5 3.2 ○ 3.8 ○ 

筑後川(3) 六五郎橋 － － Ｂ 3 1.1 ○ 1.5 ○ 

花宗川 酒見橋 
*1 

☆ 
Ｂ 3 4.5 × 5.9 × 

*2 Ｃ 5 6.2 × 5.9 × 

*1：5 月～9 月、*2：10 月～4 月、☆：当事務所採水地点、BOD：生物化学的酸素要求量（㎎/L） 

類 型：河川の環境基準は利用目的の適応性によりＡＡからＥまで６段階  

（資料 令和元年度版公害関係測定結果） 

75%値：測定データを値が小さい方から順に並べ、データ数の 75%番目に当たるデータ値（年 12 回 

測定し、値が小さい方から 9 番目のデータが 75%値） 

適 否：75%値が環境基準値以下の場合に、環境基準が達成されたと判断され「○」となる。 

事業所区分 事業場数 
大気汚染防止法 ２５１ 
福岡県生活環境保全条例 １０３ 
水質汚濁防止法 ７２７ 
ダイオキシン類特措法 ６７ 

計 １，１４８ 

年 度 検体数 適 不適＊ 

平成３０年度 ６７ ６１ ６ 
令和元年度 ８１ ７４ ６ 
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公害関係苦情処理状況 

 

２ 廃棄物業務 

 

（１）廃棄物の処理及び清掃に関する法律(廃掃法)に基づく許可等業務及び監視指導業務 

（２）使用済自動車の再資源化等に関する法律(自動車リサイクル法)の規定に基づく許可等業務及び

監視指導業務 

（３）その他廃棄物関係法令及び条例に基づく届出等受理業務及び監視業務 

 

廃掃法関係許可状況                     （令和２年３月３１日現在） 

 

そ の 他 ＊１ 県域外事業者（移動式）を含む。 
＊２ 県域外事業者（移動式）を含む。 
＊３ 大牟田市内の事業者を含む（都道府県固有事務のため保健所

設置市に事務はないため）。また､主管事務所でない１件は計上

していない。 

一般廃棄物 
処理施設 

再生事業者 

２７  ９＊３ 

 
自動車リサイクル法関係施設     （令和２年３月３１日現在） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

公
害
の
種
類 

大

気

汚

染 

水

質

汚

濁 

土

壌

汚

染 

騒

音 

振

動 

地

盤

沈

下 

悪

臭 

そ  

の  
他 

計 

平成３０年度 ３３ ２５ １ １０ ２ ０ ２ ２８  １０１

令和元年度 ２６ ４４ １ ３ ０ ０ ７ １４ ９５ 

産 業 廃 棄 物 特別管理産業廃棄物 

処理施設 処理業 処理施設 処理業 

中間処理 
最終処分 

収集運搬業 処分業 中間処理 最終処分 収集運搬業 処分業 
安定型 管理型 

３９＊１ １ ０ ５５６ ７８＊２ ０ ０ ６２ ２ 

引取業者数 ﾌﾛﾝ回収業者数 解体業者数 破砕業者数 

１２０ ３６ １６ ４ 
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地域環境課 

 
地域環境課では、浄化槽、温泉、自然公園に係る許可･届出等の審査、鳥獣保護等の業務を所掌

し、快適な生活環境の確保等に努めている。また、「地球温暖化の防止」、「３Ｒの推進」、「自然共

生社会づくり」等の課題解決に向けて、地域に密着した環境イベントへの参画や水辺教室、学校や

公民館での出前講座など普及啓発事業を行っている。 
なお、平成２４年度から「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」における鳥獣保護と狩猟

関係業務が分離され、当課においては、鳥獣保護業務のみを担当することとなっている。 
 ３Ｒとは、持続可能な循環型社会をつくりあげていくための３つの取り組みのことで、ごみを減

らすこと[Reduce（リデュース）]、ものを繰り返し使うこと[Reuse（リユース）]、ごみを資源と

して再び利用すること[Recycle（リサイクル）]の 頭文字をとったものである。 

 

 

１ 浄化槽の整備 

  公共用水域の水質汚濁の主な原因となっているのは生活排水である。 
管内では、公共下水道が整備されている区域は一部であるため、生活排水対策として合併浄化

槽の整備を推進している。このため、浄化槽の設置についての届出の審査及び受理、維持管理に

関する指導・啓発を行っている。 
 
 

浄化槽設置状況 

 
令和元年度 
設置届出 

（合併浄化槽） 

令和元年度末現在設置基数 

合併 単独 

柳川市 ２５５ １０，８９１ ３，１２５ 

八女市 ２３９ ７，９７９ ３，７３６ 

筑後市 １９３ ５，７５９ ２，７１８ 

大川市 １０１ ３，３５１ ３，６７８ 

みやま市 １６４ ５，８０２   ９４７  

大木町 ７４ ３，１４０ ８１５ 

広川町 ７５ ２，６６３ ４９２ 

計 １，１０１ ３９，５８５ １５，５１１ 
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２ 温泉 

温泉法は、温泉を保護し、温泉の採取等に伴い発生する可燃性天然ガスによる災害を防止し、

その適正な利用を図ることを目的として定められている。 
当所では、法に基づき土地の掘削、動力装置の設置、温泉の採取等の申請に基づく許可や届出

の審査及び監視指導業務を行っている。 
 

      管内温泉源泉状況        （令和２年３月３１日現在） 

 源泉数 
利用目的 

自家利用 
浴用 飲用 

柳川市  ７  ５ １ １ 

八女市  ７  ６  １ 

筑後市  ３  ３ １  

大川市  ５  ４  １ 

みやま市  ３   ２ １ １ 

大木町  １  １   

合計 ２６ ２１ ３ ４ 

※ 源泉は休止中及び未利用のものを除いた数 

 

３ 自然公園 

管内には、福岡県立自然公園条例に基づき矢部川及び筑後川県立自然公園が指定されている。 
自然公園内で工作物の設置、土地の形状変更等を行う場合は、許可または届出が必要であり、

条例に基づく許可、届出の受理及び監視指導業務を行っている。 
 
管内県立自然公園の指定状況 

公 園 名 
指定面積 

（ｈａ） 

保護規制区分別面積（ｈａ） 指定年月日 

(最終変更年月日) 特別保護 特別地域 普通地域 

矢部川県立 

自然公園 
１７，６３９ － ９１０ １６，７２９ 

S25. 5.13 

(H 3. 5.15) 

筑後川県立 

自然公園 
２，３６０ － ７４ ２，２８６ 

S25. 5.13 

(H 4. 5.13) 

 
 
４ 地域環境協議会事業 

  「地球温暖化の防止」、「３Ｒの推進」、「自然共生社会づくり」の課題解決に向けて、平成２５

年度、住民団体や事業者団体、管内市町（環境部署、教育部署）、県出先機関等が参画した、「南

筑後地域環境協議会」を設置した。 
当協議会では、環境教育などを通じた人材育成、民間団体等との協働の推進などに寄与する取

り組みを進めるとともに、地域のニーズに応じた事業を実施している。 
（１）協議会参画機関の情報交換・企画会議 

  参画機関の情報の共有化、事業計画の検討等 
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（２）地域イベント等を活用した普及啓発 

   温防推進員や３Ｒの達人、地域住民団体等と連携した、パネル展示や環境クイズの実施

等 
（３）出前講座・セミナー 

   出前講座、水辺教室、自然＆野鳥観察会等 
 
（４）その他地域の環境保全活動や環境教育の推進に必要な事業 

      環境保全活動報告会 

童男山古墳・犬尾城址周辺をフィールドとした自然環境保全活動促進事業 

県立八女高校自然科学部生物班等と連携したアサザ保全 

 

５ 鳥獣保護 

（１）傷病鳥獣を保護し、野生復帰を図るため「傷病野生鳥獣医療所」を設置している。 

   施設名（委託先）：大牟田市動物園（大牟田市昭和町１６３） 
 

（２）愛鳥週間 

   愛鳥週間行事の一環として、毎年愛鳥週間用ポスター原画の募集を行っている。 
（一社）福岡県猟友会から「実のなる木」の贈呈を受け、管内の小中学校等に配付している。 

 



定期業務

通知した方が対象

及び随時 0944-72-2812 及び随時 0944-72-2812

毎週火曜日

10:00～12:00

電話予約制

電話予約制

　母 子 父 子 寡 婦 相 談　

14:00～15:00

毎週月曜日

 9:00～17:00

          電話：0943-22-6965

          電話：0943-22-6965

毎週火曜日

10:00～11:00(エイズ・梅毒・性器クラミジア感染症等)

月曜～金曜日

8:30～17:15

　8:30～17:15

0944-72-2162

精神保健福祉相談

0944-72-2163

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス

電話予約制

0944-72-2176

結核接触者健康診断 第4火・木曜日

0944-72-2812

電話予約制

10:00～12:00

通知した方が対象 第2月・水曜日

     月曜～金曜日     
専用電話：0943-23-2119
(まずはお電話ください。)

    (本庁舎でも、日時を決めて対応します)

8:30～17:15

    (本庁舎でも、日時を決めて対応します)

毎週水曜日

専用電話：0944-72-2610

0944-72-281214:00～15:00

第1,2,3,4月曜日 電話予約制

0944-72-2176

（大型犬は本庁舎で引き取り）

電話予約制

（左記以外は本庁舎にて対応）

毎週月曜日

（不妊・更年期障害）

難 病 電 話 相 談

(ホットライン）

0944-72-216210:00～15:00

電話予約制毎週月曜日

0944-72-2163

日  時 備  考

14:30～16:00

(翌日が休日の場合は中止）

0944-72-2812

電話予約制

0944-72-2812

女 性 健 康 相 談

(こころ・アルコール・薬物・思春期・認知症)

毎週木曜日

婦   人   相   談

家 庭 児 童 相 談

10:00～11:00

月曜～金曜日

75

日  時

     月曜～金曜日     

分庁舎（八女総合庁舎）本庁舎（柳川総合庁舎）
項  目

    月曜～金曜日     9:00～16:00

備  考

  電話予約制：0944-72-2185

8:30～17:15

特定感染症相談・検査

飼犬・飼猫の引取り
(有 料）

相   談　検   査

第1.2.木曜日

13:00～15:00

月曜～金曜日

食品営業許可申請

(翌日が休日の場合は中止）



お問合せ先

所　　在　　地

〒８３２－０８２３

　柳川市三橋町今古賀８－１

〒８３４－００６３

　八女市本村２５

庁舎位置図

国道３号

環境指導課 ０９４３－２２－６９６４

社会福祉課

保 　護 　課

地域環境課 ０９４３－２２－６９６３

０９４３－２２－６９６０

０９４３－２２－６９７１

監査指導課

０９４３－２２－６９６５

高齢・障がい福祉係

総   務   係

企画指導係

０９４４－７２－２１１１

０９４４－７２－２１１１

０９４４－７２－２１８５

０９４４－７２－２１６３生活衛生係

健康増進係

疾病対策係

０９４３－２２－６９７３

児童家庭係

総務企画課

健康増進課

保健衛生課

０９４４－７２－２１７６精神保健係

感 染 症 係 ０９４４－７２－２８１２
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本庁舎

分庁舎

０９４４－６９－５４０５

食品衛生第二係 ０９４４－６９－５４０６

電話番号課・係

０９４４－７２－２１６２食品衛生第一係

西鉄柳川
国
道
２
０
８
号

下百町

柳川警察署

徳益

本庁舎

柳川警察署

国道４４３

国道４４２号

納楚

日ノ出町

清水町

本村

八女市役所

平

土橋

分庁舎

八女消防

西鉄バス停福島

堀川バスセンター

至
山
川

至大牟田

国
道
２
０
９
号

至久留

恵比須町
蒲船津西

有
明
海
沿
岸
道
路



 
 

 

 

 

[ 巻 末 資 料 ] 

 

 

 

 

 
 

 
  

  

 

 

 



 
 

 



人口動態総覧 （平成２７年～平成３０年）　

27年 28年 29年 30年 27年 28年 29年 30年

　出　生　数 2,180 2,035 2,084 2,016 45,235 44,033 43,438 42,008

　死　亡　数 3,742 3,747 3,881 3,926 50,259 51,006 52,530 53,309

　　 乳児死亡（再掲） 3 4 2 4 99 89 78 89

　　 新生児死亡（再掲） 1 2 0 3 45 30 39 49

　死　産　数 （総数） 57 52 58 57 1,164 1,018 1,073 955

　　 自然死産 24 19 23 25 496 450 470 409

　　 人工死産 33 33 35 32 668 568 603 546

　周産期死亡数 8 6 5 9 177 149 163 148

　婚 姻 件 数 1,165 1,150 1,091 1,082 27,566 26,567 25,887 25,265

　離 婚 件 数 460 452 401 421 10,063 9,772 9,606 9,624

資料：厚生労働省 「人口動態統計」

平成３０年人口動態総覧  (管内市町別)

福岡県 管 内 柳川市 八女市 筑後市 大川市 みやま市 大木町 広川町

　出　生　数 42,008 2,016 428 453 446 218 214 96 161

　　　2500g未満（再掲） 4,086 231 40 59 51 28 26 13 14

　死　亡　数 53,309 3,926 947 1009 567 500 552 138 213

　　 乳 児 死 亡（再掲） 89 4 2 - 2 - - - -

　　 新生児死亡（再掲） 49 3 1 - 2 - - - -

　死　産　数 （総数） 955 57 13 17 12 4 7 3 1

　　 自然死産 409 25 7 7 6 1 3 - 1

　　 人工死産 546 32 6 10 6 3 4 3 -

　周産期死亡数 (総数) 148 9 2 3 3 - 1 - -

　　 22週以後の死産 110 6 1 3 1 - 1 - -

　　 早期新生児死亡 38 3 1 - 2 - - - -

　婚 姻 件 数 25,265 1,082 226 243 233 129 124 60 67

　離 婚 件 数 9,624 421 101 90 85 57 44 19 25

資料：厚生労働省 「人口動態統計」

南筑後保健所管内 福  岡  県
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死因・順位別にみた死亡数の年次推移：年別
（人）

死亡数
（総数）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位 ９位 １０位

全　国 1,362,470
悪性新生物〈腫瘍〉

　　373,584
心　疾　患
　　208,221

老　　　　衰
109,605

脳血管疾患
108,186

肺　　　　炎
　　　94,661

不慮の事故
　 41,238

腎　不　全
　　　26,081

自　　　殺
　　20,031

大動脈瘤
及び解離

　　　18,803

慢性閉塞
性肺疾患
　18,577

福岡県 53,309
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　15,474
心　疾　患
　　　6,414

肺　　　　炎
　　　3,987

脳血管疾患
　　　3,930

老　　　　衰
　　　2,921

不慮の事故
　　　1,798

腎　不　全
　　　　　　1,040

自　　　殺
　　　　805

大動脈瘤
及び解離
　　　　784

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　727

 南筑後
 保健所
 管内

3,926
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　1,076
心　疾　患
　　　　514

肺　　　　炎
　　　　　362

脳血管疾患
　　　　315

老　　　　衰
　　　　 203

不慮の事故
　　　　　142

腎　不　全
　　　　　64

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　56

大動脈瘤
及び解離
　　　　　55

自　　　殺
　　　　47

柳川市 947
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　244
心　疾　患
　　　　135

肺　　　　炎
　　　　　101

脳血管疾患
　　　　　　76

老　　　　衰
　　　　　　45

不慮の事故
　　　　　　28

腎　不　全
　　　　　18

自　　　殺
　　　　17

八女市 1,009
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　262
心　疾　患
　　　　150

脳血管疾患
　　　　　　92

肺　　　　炎
　　　　　　71

老　　　　衰
　　　　　　39

不慮の事故
　　　　　　36

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　28

肝　疾　患
　　　　　15

大動脈瘤
及び解離
　　　　　14

腎　不　全
　　　　　13

筑後市 567
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　164
心　疾　患
　　　　　83

肺　　　　炎
　　　　　 44

老　　　　衰
　　　　　38

脳血管疾患
　　　　　　37

不慮の事故
　　　　　　23

大動脈瘤
及び解離
　　　　　12

肝　疾　患
　　　　　　7

大川市 500
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　144
心　疾　患
　　　　　52

脳血管疾患
　　　　　　45

肺　　　　炎
　　　　　　40

老　　　　衰
　　　　　　30

不慮の事故
　　　　　　14

腎　不　全
　　　　　13

大動脈瘤
及び解離
　　　　　　7

肝　疾　患
　　　　　　6

糖　尿　病
　　　　　　3

みやま市 552
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　155
心　疾　患
　　　　58

脳血管疾患
　　　　　　51

肺　　　　炎
　　　　　　48

老　　　　衰
　　　　　　36

不慮の事故
　　　　　　26

糖　尿　病
　　　　　　９

自　　　　殺　　6
慢性閉塞性肺疾患 6

大木町 138
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　　48
肺　　　　炎
　　　　　　20

脳血管疾患
　　　　　　17

心　疾　患
　　　　　9

自　　　　殺
　　　　　　3

糖　尿　病
　　　　　　2

広川町 213
悪性新生物〈腫瘍〉

           59
心　疾　患
　　　　　27

脳血管疾患
　　　　　18

肺　　　　炎
　　　　　　17

福岡県 52,530
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　15,740
心　疾　患
　　　　5,864

肺　　　　炎
　　　　4,075

脳血管疾患
　　　　3,855

老　　　　衰
　　　2,700

不慮の事故
　　　1,817

腎　不　全
　　　　　　949

大動脈瘤
及び解離
　　　　830

自　　　殺
　　　　818

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　777

 南筑後
 保健所
 管内

3881
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　1,087
心　疾　患
　　　　416

脳血管疾患
　　　　　　332

肺　　　　炎
　　　　　314

老　　　　衰
　　　　 206

不慮の事故
　　　　　147

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　88

腎　不　全
　　　　　　76

大動脈瘤
及び解離
　　　　　59

糖　尿　病
　　　　　53

柳川市 893
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　255
心　疾　患
　　　　　98

肺　　　　炎
　　　　　　84

脳血管疾患
　　　　　　74

老　　　　衰
　　　　　　44

不慮の事故
　　　　　　35

糖　尿　病
　　　　　　18

大動脈瘤
及び解離
　　　　　15

腎　不　全
　　　　　13

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　12

八女市 989
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　241
心　疾　患
　　　　　122

脳血管疾患
　　　　　　96

肺　　　　炎
　　　　　　73

不慮の事故
　　　　　　42

老　　　　衰
　　　　　　39

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　33

腎　不　全
　　　　　18

高血圧性疾患
　　　　　　16

大動脈瘤
及び解離
　　　　　14

筑後市 518
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　159
心　疾　患
　　　　　57

脳血管疾患
　　　　　　　45

肺　　　　炎
　　　　　 34

老　　　　衰
　　　　　　29

不慮の事故
　　　　　　15

腎　不　全
　　　　　　13

大動脈瘤
及び解離
　　　　　11

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　10

肝　疾　患
　　　　　　9

大川市 498
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　149
肺　　　　炎
　　　　　　57

心　疾　患
　　　　　37

老　　　　衰
　　　　　　36

脳血管疾患
　　　　　　34

不慮の事故
　　　　　　20

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　10

腎　不　全
　　　　　　8

糖　尿　病
　　　　　　7

大動脈瘤
及び解離
　　　　　　7

みやま市 605
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　173
心　疾　患
　　　　　55

脳血管疾患
　　　　　　55

肺　　　　炎
　　　　　　43

老　　　　衰
　　　　　　42

不慮の事故
　　　　　　21

腎　不　全
　　　　　　16

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　13

大動脈瘤
及び解離

　　　　　　11

自　　　　殺
　　　　　　11

大木町 139
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　　40
心　疾　患
　　　　　17

脳血管疾患
　　　　　　13

不慮の事故
　　　　　　　6

自　　　　殺
　　　　　　2

    糖　尿　病  １
    大動脈瘤
    及び解離 　1

広川町 239
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　　70
心　疾　患
　　　　　30

脳血管疾患
　　　　　15

肺　　　　炎
　　　　　　14

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　8

不慮の事故
　　　　　　　8

老　　　　衰
　　　　　　　7

腎　不　全
　　　　　6

 福岡県 51,006
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　15,531
心　疾　患
　　　5,788

肺　　　　炎
　　　　5,133

脳血管疾患
　　　　3,830

老　　　衰
　　　2,468

不慮の事故
　　　　1,701

腎  不  全
　　　　　941

自    　　殺
　　　　　825

大動脈瘤
及び解離
　　　   779

肝　疾　患
　　　　　619

 南筑後
 保健所
 管内

3,747
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　1,095
肺　　　 炎
　　      415

心　疾　患
　　　　409

脳血管疾患
　　　　　321

老    　衰
　　　　168

不慮の事故
　　　　　137

大動脈瘤
及び解離

　　　   　67

腎　不　全
　 　 　　 63

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　 59

自　　　　殺
　　　　 　52

 柳川市 905
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　249
肺　　    炎
　　　  　121

心　疾　患
　　　　　 87

脳血管疾患
　　　　　85

老　　　衰
　　　　　43

不慮の事故
　　　　　　36

糖　尿　病
　　 　　　11

大動脈瘤
及び解離

　　　   　　9

 八女市 952
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　268
心　疾　患
　　　　109

脳血管疾患
　　　　　92

肺　　　　炎
　　　　　83

不慮の事故
　　　　　　34

老　　衰
　　　　　　33

大動脈瘤
及び解離

　　　   　24

慢性閉塞
性肺疾患

　　　　　　19

高血圧性疾患
　　　　　　15

糖　尿　病
          　14

 筑後市 477
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　151
肺　　　  炎
　　　　　51

心　疾　患
　　　　　 48

脳血管疾患
　　　　　　38

老　　　衰
　　　　　26

不慮の事故
             14

大動脈瘤
及び解離

　　　   　　11

自　　殺
　　   　10

高血圧性疾患
　　 　　 　　9

　　慢性閉塞
　　性肺疾患　 7
　　腎　不　全  7

 大川市 444
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　129
肺　　　  炎
　　　　　66

心　疾　患
　　　　　 52

老 　　　 衰
　　　　　22

脳血管疾患
　　　　　20

不慮の事故
　　　　　　17

腎  不  全
　 　 　　　11

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　　9

自　　　殺
　　   　　7

大動脈瘤
及び解離
　　　   　6

 みやま市 581
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　170
心  疾  患
            67

脳血管疾患
　　　　　62

肺　　　　炎
　　　　　　51

老　　　衰
　　　　　29

不慮の事故
             22

大動脈瘤
及び解離

　　　 　　15

腎  不  全
　 　 　　 11

 大木町 154
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　　57
心  疾  患
　　　　　22

肺　　　炎
　　　　　13

脳血管疾患
　　　　　　12

老　　　衰
　　　　　8

糖　尿　病
　　　　　　4

不慮の事故
　　　　　　3

 広川町 234
悪性新生物〈腫瘍〉

　　　　　　71
肺　　 　炎
　　　　　30

心　疾　患
　　　　　24

脳血管疾患
　　　　　　12

不慮の事故
　　　　　11

慢性閉塞
性肺疾患
　　　　　10

老　　　　衰
　　　　　　7

自　　殺
　　　　 3

資料 ： 厚生労働省「人口動態統計」　

　　注：1) 心疾患は、高血圧性を除く

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

        糖　尿　病 　　 3
        腎　不　全　　  3
        自　      殺      3

肺　　　　炎　9
老　　　　衰　9

慢性閉塞性肺疾患　　2
腎　不　全　　　　　　 　2

慢性閉塞性肺疾患   8
自　　　殺 　　　　　　  8

腎  不  全　　　　 　　　 2
高血圧性疾患　　　　　2
慢性閉塞性肺疾患 　　2

肝  疾  患  　　  　5
 腎  不  全 　  　   5

糖　　尿　　病　　   10
高血圧性疾患    　 10

高血圧性疾患  3
肝　疾　患　　   3
自　　　 殺    　  3

腎  不  全 　　　14
自　　　殺　 　 　14

慢性閉塞性肺疾患　　   10
    腎　不　全  　             10

大動脈瘤及び解離　　8
腎　不　全　　　　　　 　8

　　　老　　　　衰　　　　 　　7
　　　不慮の事故　　　  　　7

高血圧性疾患 1  大動脈瘤及び解離 1
喘息 1  肝疾患 1  腎不全 1

　　　老　　　　衰　　　　 　　8
　　　不慮の事故　　　  　　8

大動脈瘤及び解離　　　　5
慢性閉塞性肺疾患　　　　5

  78



管内市町年齢３区分別人口 （各年10月1日現在）

(人)

H17 H22 H27 H17 H22 H27 H17 H22 H27 H17 H22 H27

福 岡 県 5,049,908 5,071,968 5,101,556 701,195 684,124 676,045 3,326,610 3,227,932 3,057,855 997,798 1,123,376 1,304,764

管 内 312,760 301,727 287,860 43,900 39,567 36,226 191,595 179,569 162,506 77,145 81,712 88,542

柳 川 市 74,539 71,375 67,777 10,320 9,195 8,345 46,234 43,015 38,542 17,985 19,165 20,815

八 女 市 73,262 69,057 64,408 10,056 8,613 7,604 43,043 39,892 35,223 20,162 20,519 21,451

筑 後 市 47,844 48,512 48,339 7,550 7,250 7,120 30,266 29,578 28,679 9,980 10,918 12,456

大 川 市 39,213 37,448 34,838 5,379 4,488 3,668 24,130 22,236 19,579 9,701 10,698 11,456

みやま市 43,372 40,732 38,139 5,345 4,787 4,336 25,951 23,528 20,503 12,076 12,409 13,270

大 木 町 14,282 14,350 14,176 2,196 2,245 2,253 9,145 8,887 8,257 2,941 3,209 3,651

広 川 町 20,248 20,253 20,183 3,054 2,989 2,900 12,826 12,433 11,723 4,300 4,794 5,443
資料：国勢調査
 　注：1) 総数には、「不詳」を含むため、内訳を合計しても総数に一致しない。
   　 　2) 柳川市には、旧大和町・旧三橋町を含む。（平成17年3月21日合併）
   　 　3) 八女市には、旧黒木町・旧立花町・旧矢部村・旧星野村を含む。（平成22年2月1日合併）
   　 　4) みやま市には、旧瀬高町・旧町・旧矢部村・旧星野村を含む。（平成22年2月1日合併）

管内市町年齢３区分別人口の割合 （各年10月1日現在）

資料：総務省統計局 「国勢調査」

（0～14歳） （15～64歳） （65歳以上）

総　数

年 齢 ３ 区 分 別 人 口

年少人口 生産年齢人口 老年人口

14.0%

13.2%

12.6%

61.3%

59.7%

56.6%

24.7%

27.2%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口割合（管内）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

13.8%

12.9%

12.3%

62.0%

60.3%

56.9%

24.1%

26.9%

30.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（柳川市）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

13.7%

12.5%

11.8%

58.8%

57.8%

54.8%

27.5%

29.7%

33.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（八女市）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

15.8%

15.2%

14.8%

63.3%

61.9%

59.4%

20.9%

22.9%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（筑後市）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

13.7%

12.0%

10.6%

61.5%

59.4%

56.4%

24.7%

28.6%

33.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（大川市）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

12.3%

11.8%

11.4%

59.8%

57.8%

53.8%

27.8%

30.5%

34.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（みやま市)

0～14歳

15～64歳

65歳以上

15.4%

15.7%

15.9%

64.0%

62.0%

58.3%

20.6%

22.4%

25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合（大木町）

0～14歳

15～64歳

65歳以上

15.1%

14.8%

14.5%

63.6%

61.5%

58.4%

21.3%

23.7%

27.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H22

H27

年齢３区分別人口の割合(広川町)

0～14歳

15～64歳

65歳以上
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